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1979年 （昭　54） 愛の手で世界を結ぶ赤十字

1980年 （昭　55） 赤十字：みんなのためにどこにでも

1981年 （昭　56） あなたとともに赤十字

1982年 （昭　57） あなたの身近に赤十字

1983年 （昭　58） とっさの手当てが命を守る！覚えよう救急法

1984年 （昭　59） 人道を通じて平和へ

1985年 （昭　60） あなたの若さを－赤十字

1986年 （昭　61） いのちを救う愛の献血－赤十字

1987年 （昭　62） 幼い生命に愛の手を－赤十字

1988年 （昭　63） 伝統を明日への力に－赤十字

1989年 （平　元） 愛の手を世界に広げる赤十字

1990年 （平　2） 守ろう！人のいのちと尊さを

1991年 （平　3） 救おう！災渦にあえぐ人々を

1992年 （平　4） 災害に備えて守る尊い生命－赤十字

1993年 （平　5） すべての人々に人間の尊厳を

1994年 （平　6） すべての人々に人間の尊厳を

1995年 （平　7） すべての人々に人間の尊厳を

1996年 （平　8） すべての人々に人間の尊厳を

1997年 （平　9） すべての人々に人間の尊厳を

1998年 （平　10） すべての人々に人間の尊厳を

1999年 （平　11） すべての人々に人間の尊厳を

2000年 （平　12） すべての人々に人間の尊厳を

2001年 （平　13） 人道は限りない力

2002年 （平　14） 人道は限りない力

2003年 （平　15） 人道は限りない力

2004年 （平　16） 守ろう人間の尊さを

2005年 （平　17） 守ろう人間の尊さを

2006年 （平　18） 守ろう人間の尊さを

2007年 （平　19） 守ろう人間の尊さを

2008年 （平　20） 人間を救うのは、人間だ。

2009年 （平　21） 人間を救うのは、人間だ。

2010年 （平　22） 人間を救うのは、人間だ。

2011年 （平　23） 人間を救うのは、人間だ。

2012年 （平　24） 人間を救うのは、人間だ。

2013年 （平　25） 人間を救うのは、人間だ。

2014年 （平　26） 人間を救うのは、人間だ。

2015年 （平　27） 人間を救うのは、人間だ。

2016年 （平　28） 人間を救うのは、人間だ。

2017年 （平　29） 人間を救うのは、人間だ。

2018年 （平　30） 人間を救うのは、人間だ。

2019年 （平　31） 人間を救うのは、人間だ。

2020年 （令　２） 人間を救うのは、人間だ。

2021年 （令　３） 人間を救うのは、人間だ。

2022年 （令　４） 人間を救うのは、人間だ。

2023年 （令　５） 人間を救うのは、人間だ。

赤　十　字　標　語　一　覧
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は じ め に 
 

赤十字事業の推進につきましては、平素から県民の皆様並びに地区・分区をはじめとする関係者の皆

様から深い御理解を賜り、厚く御礼申し上げます。 
 
令和４年度の新型コロナウイルス感染症の新規陽性者数は、全国的に８月と１月に増加が見られたも

のの２月以降は減少に転じ、令和５年３月 13 日以降は基本的な感染対策のうちマスク着用については

個人の判断に委ねることになりました。 
このような状況の中で岩手県支部の各施設は、事業の一部取り止めはありましたが、感染症対策を徹

底しつつ、様々な工夫を凝らしながら、本来の事業を着実に実施して参りました。 
支部事業につきましては、岩手県及び第１ブロック（北海道・東北）支部内において、本県の医療救

護班の派遣が必要となる災害は幸いに発生しませんでしたが、８月に発生した大雨災害では、青森県支

部管内で一時 3,000 人以上の避難者があり、当支部からも救援物資の配送を行いました。 
また、広く県民に対して赤十字事業の理解と協力を求めるため、管内全施設が参加した「赤十字ふれ

あいフェスティバル」を３年ぶりに開催いたしました。 
 
医療事業につきましては、信頼される医療を提供し、地域医療支援病院として医療・介護・福祉の連

携に努めるとともに、救急医療および災害救護に貢献できる体制の整備を進めて参りました。

また、新型コロナウイルス感染症に対しては、第７波、第８波の感染拡大がありましたが、 時間

体制の発熱外来診療を維持し、陽性者の受け入れと治療を行うとともに、地域住民へのワクチン接種も

継続して実施しました。

血液事業につきましては、広域事業運営体制の下、医療機関の需要動向を把握し、より安全な血液製

剤を安定的に供給するため献血推進に努めて参りました。 
岩手県作成のパンフレットを活用した献血協力者や献血協力団体の確保に努めたほか、献血カードが

アプリ化され配信されたことで、献血がもっと手軽になりました。これにより、献血の予約は多くの方

の協力が得られ、献血会場の混雑の軽減、安全な献血に寄与しました。 
乳児院につきましては、身心ともに健やかに成長できる養育の場の提供に努めるとともに、新社会的

養護の推進のため、家庭支援専門相談員と里親支援専門相談員が一体となり、早期の家庭引取や円滑な

里親委託に重点を置いて取り組みました。 
鶯鳴荘につきましては、新型コロナウイルス感染対策を最優先事項として取り組みました。 
また、入居者一人ひとりの個性や生活リズムに応じた介護支援に努め、医療的ケアのニーズが高まっ

てきたこともあり、看護職と介護職の職種間協働を図ってきました。 
一層、地域と積極的に交流をし、地域における福祉の拠点を目指してまいります。  
 
今後とも、関係各位の一層の御支援、御協力を賜りますよう、お願い申し上げます。  
 
令和５年５月 16 日 

日本赤十字社岩手県支部 
支部長 達 増 拓 也 
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月 日 内　　　　容

1日 赤十字創立記念日・岩手日報に赤十字運動月間に関する全面広告掲載
9日 青少年赤十字岩手県指導者協議会理事会・総会（支部会議室）
19日 全国赤十字大会参加（東京：明治神宮）
3日 岩手県支部監査委員監査（血液センター研修室）
6日 新規登録救護員任命式（病院記念講堂）
20日 第１回評議員会（盛岡市エスポワールいわて）

1日～31日 愛の血液助け合い運動月間
7日 高文連JRC委員会生徒大会（花巻生涯学習センター）
22日 有功会連合会総会（支部会議室）

26日～28日 青少年赤十字リーダーシップ・トレーニング・センターがコロナ禍により中止
28日～29日 岩手DMAT隊員養成研修（矢巾町岩手医大）
1日～9月11日 コロナ禍のため赤十字病院A3病棟を閉鎖し人員をコロナ病棟に配置して対応
10日・25日 8月の大雨災害に対して青森県支部へ救援物資配送
23日 支部職員、ボランティア災害救護訓練（支部救援センター・北上川河川敷）
1日 次世代へ繋ぐ社会貢献セミナー（北上市ブランニュー北上）
9日 岩手県支部有功会感謝の集い（盛岡市サンセール盛岡）
9日 赤十字ふれあいフェスティバル（北上市江釣子ショッピングセンターパル）

11日～12日 第1ブロック支部事務局長会議（支部会議室）
12日 鈴木副社長と管内施設長との意見交換会（支部会議室）
12日 日本赤十字社病院長連盟総会（八幡平市安比グランド）
14日 高文連JRC委員会活動発表会（支部会議室）
14日 管内施設合同災害救護訓練（支部会議室・救援センター）
16日 赤十字ふれあいフェスティバル（盛岡市前潟イオン）

11日～12日 第1ブロック支部合同災害救護訓練（石巻市）コロナ禍により中止
14日 青少年赤十字活動事例発表研究会（盛岡市サンセール盛岡）

15日～16日 病院機能評価訪問審査
22日 管内施設職員合同研修～講師：県復興防災部職員（血液センター研修室）

12月 3日～25日 クリスマス献血キャンペーン
1日～2月末 はたちの献血キャンペーン
11日～14日 日本DMAT隊員養成研修（兵庫県災害医療センター）

13日 岩手DMATロジスティクス研修（矢巾町岩手医大）
20日 岩手県献血推進協議会（盛岡市県高校教育会館）
1日 日本災害医療ロジスティクス研修（八幡平市焼走り）

4日～14日 バレンタイン献血キャンペーン
7日～16日 合同採用1・2年目職員フォローアップ研修（血液センター・乳児院・鶯鳴荘）

9日 明治安田生命と連携協定締結式（支部会議室）
13日 第2回評議員会（盛岡市エスポワールいわて）
21日 次世代へ繋ぐ社会貢献セミナー（盛岡市サンセール盛岡）
27日 管内施設職員対象メンタルヘルス研修（病院記念講堂）

3月 2日 赤十字奉仕団委員長会議（盛岡市ホテルメトロポリタン盛岡ニューウイング）

令和４年度の各施設の主要事業及び行事について

7月

5月

2月

9月

11月

1月

6月

8月

10月

 

１ 災害救護  
  災害救護は、赤十字の 要な あ 不 の災害に に 応するため、盛岡赤十字病 に医師、看護

師、主事等からなる 備救護 8 を とと に、 災 の 急 期に活動する災害派遣医 ー

(DMAT)を し なる救護体 の 化に めた。 

 第 1 ブロック支部合 災害救護訓練は、 年第 1 ブロック支部（北 ・東北） 開催地を ち回 行っ

ているが、4 年度は 県 の開催 あったが、コロナウイルス感染が 大し、会場となる石巻赤十字病 コ

ロナウイルス感染 応によ 訓練開催は し 5 年度に 期 れた。開催は 期と れたが、10 には 内

施 災害救護訓練 、第 1 ブロック支部合 災害救護訓練に けて災害救護時の ある と技 を

した。 

 4 年度は、県内 第１ブロック支部内に医 救護 派遣となる災害が かったが、7 と 8 の大 災害

への 応を行い、第 1 救護体 をし 、県内やブロック内の 害 の 報 を行った。8 の大 災害

は、日本 の 害が 、青 県支部 は一時 3000 人 上の 者があ 、救援物資が不 し、本県

から日赤１ブッロク支部内の 応として物資の配 を行った。 た、 日赤 1 ブロック支部内 の災害

時、 して 応 るよ 、 県支部から物資の を行った。 

の 、災害 時に に 応するための救護資機 等の 備に め、災害時における自助・ 助の

上と防災・ 災を するため、地 への赤十字防災セミナー等を開催した。 

 

（１）救護活動 

 令和 4年 7 15日～16日 令和 4年 7 15日からの大 災害  第１ 救護体  

 令和 4年 8 3日～17日 令和 4年 8 3日からの大 災害  第１ 救護体   

青 県支部へ救援物資配 （ 急セット 600 、タ ル ット 400 ）  

青 県支部 支援（  1000 、安 セット 200セット、タ ル ット 220 ） 

県支部から岩手県支部へ （ 1000 ）                      

    

（２）救護員  

①                                                       （単位：人） 

主催 訓練の名  実施日 会場 者数 

赤
十
字 

支部 
救護員（赤十字看護

師）   
5 30日 支部会  

コロナ感染

応のため中止 

支部・病  災害救護  6 24日 
支部会 ・救援セ

ンター 
15 

支部・病  災害救護  7 15日 
支部会 ・救援セ

ンター 

コロナ感染

応のため中止 

本  子 災害  7 23日～24日 福 コラッセ 1 

本  
の ア 者

会（本 ） 
11 16日～17日 本  1 

支部・病  災害救護  11 25日 
支部会 ・救援セ

ンター 

コロナ感染

応のため中止 
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月 日 内　　　　容

1日 赤十字創立記念日・岩手日報に赤十字運動月間に関する全面広告掲載
9日 青少年赤十字岩手県指導者協議会理事会・総会（支部会議室）
19日 全国赤十字大会参加（東京：明治神宮）
3日 岩手県支部監査委員監査（血液センター研修室）
6日 新規登録救護員任命式（病院記念講堂）
20日 第１回評議員会（盛岡市エスポワールいわて）

1日～31日 愛の血液助け合い運動月間
7日 高文連JRC委員会生徒大会（花巻生涯学習センター）
22日 有功会連合会総会（支部会議室）

26日～28日 青少年赤十字リーダーシップ・トレーニング・センターがコロナ禍により中止
28日～29日 岩手DMAT隊員養成研修（矢巾町岩手医大）
1日～9月11日 コロナ禍のため赤十字病院A3病棟を閉鎖し人員をコロナ病棟に配置して対応
10日・25日 8月の大雨災害に対して青森県支部へ救援物資配送
23日 支部職員、ボランティア災害救護訓練（支部救援センター・北上川河川敷）
1日 次世代へ繋ぐ社会貢献セミナー（北上市ブランニュー北上）
9日 岩手県支部有功会感謝の集い（盛岡市サンセール盛岡）
9日 赤十字ふれあいフェスティバル（北上市江釣子ショッピングセンターパル）

11日～12日 第1ブロック支部事務局長会議（支部会議室）
12日 鈴木副社長と管内施設長との意見交換会（支部会議室）
12日 日本赤十字社病院長連盟総会（八幡平市安比グランド）
14日 高文連JRC委員会活動発表会（支部会議室）
14日 管内施設合同災害救護訓練（支部会議室・救援センター）
16日 赤十字ふれあいフェスティバル（盛岡市前潟イオン）

11日～12日 第1ブロック支部合同災害救護訓練（石巻市）コロナ禍により中止
14日 青少年赤十字活動事例発表研究会（盛岡市サンセール盛岡）

15日～16日 病院機能評価訪問審査
22日 管内施設職員合同研修～講師：県復興防災部職員（血液センター研修室）

12月 3日～25日 クリスマス献血キャンペーン
1日～2月末 はたちの献血キャンペーン
11日～14日 日本DMAT隊員養成研修（兵庫県災害医療センター）

13日 岩手DMATロジスティクス研修（矢巾町岩手医大）
20日 岩手県献血推進協議会（盛岡市県高校教育会館）
1日 日本災害医療ロジスティクス研修（八幡平市焼走り）

4日～14日 バレンタイン献血キャンペーン
7日～16日 合同採用1・2年目職員フォローアップ研修（血液センター・乳児院・鶯鳴荘）

9日 明治安田生命と連携協定締結式（支部会議室）
13日 第2回評議員会（盛岡市エスポワールいわて）
21日 次世代へ繋ぐ社会貢献セミナー（盛岡市サンセール盛岡）
27日 管内施設職員対象メンタルヘルス研修（病院記念講堂）

3月 2日 赤十字奉仕団委員長会議（盛岡市ホテルメトロポリタン盛岡ニューウイング）

令和４年度の各施設の主要事業及び行事について

7月

5月

2月

9月

11月

1月

6月

8月

10月

 

１ 災害救護  
  災害救護は、赤十字の 要な あ 不 の災害に に 応するため、盛岡赤十字病 に医師、看護

師、主事等からなる 備救護 8 を とと に、 災 の 急 期に活動する災害派遣医 ー

(DMAT)を し なる救護体 の 化に めた。 

 第 1 ブロック支部合 災害救護訓練は、 年第 1 ブロック支部（北 ・東北） 開催地を ち回 行っ

ているが、4 年度は 県 の開催 あったが、コロナウイルス感染が 大し、会場となる石巻赤十字病 コ

ロナウイルス感染 応によ 訓練開催は し 5 年度に 期 れた。開催は 期と れたが、10 には 内

施 災害救護訓練 、第 1 ブロック支部合 災害救護訓練に けて災害救護時の ある と技 を

した。 

 4 年度は、県内 第１ブロック支部内に医 救護 派遣となる災害が かったが、7 と 8 の大 災害

への 応を行い、第 1 救護体 をし 、県内やブロック内の 害 の 報 を行った。8 の大 災害

は、日本 の 害が 、青 県支部 は一時 3000 人 上の 者があ 、救援物資が不 し、本県

から日赤１ブッロク支部内の 応として物資の配 を行った。 た、 日赤 1 ブロック支部内 の災害

時、 して 応 るよ 、 県支部から物資の を行った。 

の 、災害 時に に 応するための救護資機 等の 備に め、災害時における自助・ 助の

上と防災・ 災を するため、地 への赤十字防災セミナー等を開催した。 

 

（１）救護活動 

 令和 4年 7 15日～16日 令和 4年 7 15日からの大 災害  第１ 救護体  

 令和 4年 8 3日～17日 令和 4年 8 3日からの大 災害  第１ 救護体   

青 県支部へ救援物資配 （ 急セット 600 、タ ル ット 400 ）  

青 県支部 支援（  1000 、安 セット 200セット、タ ル ット 220 ） 

県支部から岩手県支部へ （ 1000 ）                      

    

（２）救護員  

①                                                       （単位：人） 

主催 訓練の名  実施日 会場 者数 

赤
十
字 

支部 
救護員（赤十字看護

師）   
5 30日 支部会  

コロナ感染

応のため中止 

支部・病  災害救護  6 24日 
支部会 ・救援セ

ンター 
15 

支部・病  災害救護  7 15日 
支部会 ・救援セ

ンター 

コロナ感染

応のため中止 

本  子 災害  7 23日～24日 福 コラッセ 1 

本  
の ア 者

会（本 ） 
11 16日～17日 本  1 

支部・病  災害救護  11 25日 
支部会 ・救援セ

ンター 

コロナ感染

応のため中止 
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支部・病  災害救護  12 16日 
支部会 ・救援セ

ンター 

コロナ感染

応のため中止 

支部 の ア要員  12 21日 支部会  
コロナ感染

応のため中止 

本  
日赤災害医 コーディ

ネート  
1 20日 本  1 

行

 

・ 

部 

事

 

第 1回日本 DMAT

員   
5 23 日～26 日 

岩手医大災害時地 医

支援 センター 

スタッフとして

1 

岩手医大 
岩手 DMAT 員

 
7 28日～29日 

岩手医大災害時地 医

支援 センター 

スタッフとして

1 

岩手県 
災害医 コーディネー

ター  
12 4日 

岩手医大災害時地 医

支援 センター 

スタッフとして

1 

事

 

東北ブロック DMAT 

技  
12 18日 国 センター 6 

事

 

日本 DMAT 員

（ 日本） 

5年 1 11日～ 

14日 

県災害医 センター 

日赤 県支部 

スタッフとして

1 

岩手医大 
岩手災害医 ロ ステ

ィックス  
5年 1 13日 

岩手医大災害時地 医

支援 センター 
３ 

岩手医大 
日本災害医 ロ ステ

ィックス  

5年 2 1日～2

日 

岩手医大災害時地 医

支援 センター 

スタッフとして

1 

事

 

東北ブロック DMAT技

 
令和 5年 2 28日 ン ラ  3 

 

② 訓練                                                     （単位：人） 

主催 訓練の名  実施日 会場 者数 

赤
十
字 

支部 支部職員災害 応訓練 8 23日 
盛岡市 

北上  
33 

支部 内合 災害救護訓練 10 14日 支部 26 

ブロック 
日赤第１ブロック支部 

合 災害救護訓練  
10 10 日～12 日 石巻赤十字病  

コロナ感染 応

のため 期 

支部 
救護員（赤十字看護師）

 災害救護訓練 
11 18日 支部 

コロナ感染 応

のため 期 

行

部 

盛岡市 盛岡市総合防災訓練 - - 
コロナ感染 応

のため中止 

岩手県 岩手県総合防災訓練 10 29日 
高田市コミ ニ

ティ ール 
8 

 

 

 

 

 

（３）救護員の ・ （令和 5年３ ３１日 ） 

 ① 救護員                                                    （単位：人） 

支部・施  
数 

救護 要員（人） 

要員 

本部

要員 
 

医師 
看護 

師  
看護師 助 師 主事 師 

支部 - - - - - - - - 11 11 

盛岡赤十字病  8 29 40 130 15 34 18 - - 266 

センター - - - - - - - 8 4 12 

日赤  - - - - - - - - 17 17 

 8 29 40 130 15 34 18 8 32 306 

 

② の ア 者  （令和 5 年３ ３１日 ） 

（単位：人） 

支部・施 名 者 者数 
要員 者 

（ 者 ） 

支部 3 6 

盛岡赤十字病  8 173 

センター 0 5 

日赤岩手  0 5 

日赤  0 6 

 11 195 

 

 

の様子 
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支部・病  災害救護  12 16日 
支部会 ・救援セ

ンター 

コロナ感染

応のため中止 

支部 の ア要員  12 21日 支部会  
コロナ感染

応のため中止 

本  
日赤災害医 コーディ

ネート  
1 20日 本  1 

行

 

・ 

部 

事

 

第 1回日本 DMAT

員   
5 23 日～26 日 

岩手医大災害時地 医

支援 センター 

スタッフとして

1 

岩手医大 
岩手 DMAT 員

 
7 28日～29日 

岩手医大災害時地 医

支援 センター 

スタッフとして

1 

岩手県 
災害医 コーディネー

ター  
12 4日 

岩手医大災害時地 医

支援 センター 

スタッフとして

1 

事

 

東北ブロック DMAT 

技  
12 18日 国 センター 6 

事

 

日本 DMAT 員

（ 日本） 

5年 1 11日～ 

14日 

県災害医 センター 

日赤 県支部 

スタッフとして

1 

岩手医大 
岩手災害医 ロ ステ

ィックス  
5年 1 13日 

岩手医大災害時地 医

支援 センター 
３ 

岩手医大 
日本災害医 ロ ステ

ィックス  

5年 2 1日～2

日 

岩手医大災害時地 医

支援 センター 

スタッフとして

1 

事

 

東北ブロック DMAT技

 
令和 5年 2 28日 ン ラ  3 

 

② 訓練                                                     （単位：人） 

主催 訓練の名  実施日 会場 者数 

赤
十
字 

支部 支部職員災害 応訓練 8 23日 
盛岡市 

北上  
33 

支部 内合 災害救護訓練 10 14日 支部 26 

ブロック 
日赤第１ブロック支部 

合 災害救護訓練  
10 10 日～12 日 石巻赤十字病  

コロナ感染 応

のため 期 

支部 
救護員（赤十字看護師）

 災害救護訓練 
11 18日 支部 

コロナ感染 応

のため 期 

行

部 

盛岡市 盛岡市総合防災訓練 - - 
コロナ感染 応

のため中止 

岩手県 岩手県総合防災訓練 10 29日 
高田市コミ ニ

ティ ール 
8 

 

 

 

 

 

（３）救護員の ・ （令和 5年３ ３１日 ） 

 ① 救護員                                                    （単位：人） 

支部・施  
数 

救護 要員（人） 

要員 

本部

要員 
 

医師 
看護 

師  
看護師 助 師 主事 師 

支部 - - - - - - - - 11 11 

盛岡赤十字病  8 29 40 130 15 34 18 - - 266 

センター - - - - - - - 8 4 12 

日赤  - - - - - - - - 17 17 

 8 29 40 130 15 34 18 8 32 306 

 

② の ア 者  （令和 5 年３ ３１日 ） 

（単位：人） 

支部・施 名 者 者数 
要員 者 

（ 者 ） 

支部 3 6 

盛岡赤十字病  8 173 

センター 0 5 

日赤岩手  0 5 

日赤  0 6 

 11 195 

 

 

の様子 
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（ ）救護資機 の 備   

い 来、高い が予 れている トラフ地 、 下地 等の地 災害や 年

地的な 災害等に備え、救護資 等の 化を行った。 

 ① 令和 4年度新たに 備・ 新 

名 数   

地区分区災害救援  花巻市 1   地区分区の事 者の業 行 

動 ウ イ ン （大） 2   災害時 等に 応（本 備） 

動 ウ イ ン （小） 3  災害時救護 医 活動に 応（本 備） 

地災害 本部 ンタ 1  災害 本部 の資 等の 備 

救援物資 トラック １  救護 の災害 記 などのコ ー等 

応急救護所 石 ストーブ  救護所の 、受付やト アー に  

救護 食 新  救護 要員の活動のため 

地 バッテ ー 新  の  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 救護 備 資機 の 備  
  名 数     名 数   

災害救援  
支部   

災害 動  
支部 4  

地区分区 49    地区分区 79    

ア ア  
1  救護   105  

動 3  救護   120  

業 150MHZ 
地 1  救護  ｯｼ ﾀ ﾌﾟ 35  

上 動 35  救護員 ベスト 90  

業 400MHZ 
地 1  ル ット 65  

上 動 15   59  

（ 立て テント） 8  防  68  

アーテント（大） 4  上  85  

アーテント（中） 1  救護員 シ ツ 134  

大 テント（ ラッシ ） 2 （大・小） ノート パ コン 病 １支部２ 

クインクテント 4  ロ ェクター 1  

自動体 動 AED 3  スク ーン    1  

 
 

 
 

 

機 2  救護員 バッグ 50  

医 セット  3セット ンショル ーバッグ 30  

スクー ストレッ ー 2  ッ バッグ       30  

 35  臨場バイン ー     15  

ンタッ パーテーション 283  ベッ  6  

機 21機 医 テレ ーター 1  

ラ コー ール 16巻 ト アー シート 1セット 

機（ライトボーイ） 1機 自 アー  20  

（dERU資 ） 2 医 セット 3セット 

ノーパンク 自  2  医 セット 1セット 

大 機 5  たた ( ) 78  

ェット ーター 6  ベッ (ステンレス ) 25  

的テント 61  防災ボランティア ニフ ー  20  

機 2  防災ボランティア ブス( ) 300  

パルス シ ーター 5  トイレ テント 3  

イトボー  3  トイレ 3,000  

記 ラ 1  トイレ ット 3,000  

 

支部 4 本部 イクセット  1   

病 3 救護  6  

センター2 内 テント( な ルー ) 300  

1 救護所 パーテーション 6  

災害  Wi-Fiルーター 2  タブレット・ ロ ェクター 各 1  

災害 ス ートフ ン 2  ERU国内 急 応 ニット 1  

地災害 本部 ンタ 2  救護  1  

ーラーパネル  4  パネル 8  災害  新 1  

救護 ンタ 1  災害救護（臨時救護） バッグ 2  

自動ラッ トイレ 10  動 ウ イ ン （大） 2   

応急救護所 石 ストーブ  動 ウ イ ン （小） 3  
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機 2  救護員 バッグ 50  

医 セット  3セット ンショル ーバッグ 30  

スクー ストレッ ー 2  ッ バッグ       30  

 35  臨場バイン ー     15  

ンタッ パーテーション 283  ベッ  6  

機 21機 医 テレ ーター 1  

ラ コー ール 16巻 ト アー シート 1セット 

機（ライトボーイ） 1機 自 アー  20  

（dERU資 ） 2 医 セット 3セット 

ノーパンク 自  2  医 セット 1セット 

大 機 5  たた ( ) 78  

ェット ーター 6  ベッ (ステンレス ) 25  

的テント 61  防災ボランティア ニフ ー  20  

機 2  防災ボランティア ブス( ) 300  

パルス シ ーター 5  トイレ テント 3  

イトボー  3  トイレ 3,000  

記 ラ 1  トイレ ット 3,000  

 

支部 4 本部 イクセット  1   

病 3 救護  6  

センター2 内 テント( な ルー ) 300  

1 救護所 パーテーション 6  

災害  Wi-Fiルーター 2  タブレット・ ロ ェクター 各 1  

災害 ス ートフ ン 2  ERU国内 急 応 ニット 1  

地災害 本部 ンタ 2  救護  1  

ーラーパネル  4  パネル 8  災害  新 1  

救護 ンタ 1  災害救護（臨時救護） バッグ 2  

自動ラッ トイレ 10  動 ウ イ ン （大） 2   

応急救護所 石 ストーブ  動 ウ イ ン （小） 3  
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（ ）救援物資の 備

支部 地区分区配備の災害救援 の 新、救援物資の 備を行い、 害、 災、 害等によ 災 れ

た に救援物資等の配 を行った。

① 救援物資の備

救援物資の種
備 数

支部 地区分区

2,480 2,168

急セット 900 883

バスタ ル 1,859 2,172

タ ル ット 1,379 -

安 セット 1,312 303

ンタッ パーテーション 283 -

的テント 61 -

内 テント 300 -

ボールベッ （ イーグルス ） 99 -

の様子
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（ ）救援物資の 備  

支部 地区分区配備の災害救援 の 新、救援物資の 備を行い、 害、 災、 害等によ 災 れ

た に救援物資等の配 を行った。 

 

① 救援物資の備  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

救援物資の種  
備 数 

支部 地区分区 

 2,480 2,168 

急セット 900 883 

バスタ ル 1,859 2,172 

タ ル ット 1,379 - 

安 セット 1,312 303 

ンタッ パーテーション 283 - 

的テント 61 - 

内 テント 300 - 

ボールベッ （ イーグルス ） 99 - 

  
 

 

 
の様子 

② 救援物資の 災者への配 と （地区分区 ） 

地区分区 
 

 急セット バスタ ル 
タ ル

ット 

安 セ

ット 
救援  

 

支

 
配 数 数 配 数 数 配 数 数 

盛岡市 

石市 

市 

一関市 

大 市 

市 

花巻市 

北上市 

市 

野市 

高田市 

市 

市 

市 

雫石町 

巻町 

岩手町 

町 

町 

和 町 

町 

町 

田町 

大槌町 

山田町 

岩 町 

田野  

野町 

野田  

 

一 町 

町 

 

小  

岩手県支部 

合  
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（６）防災ボランティア・ 人ボランティア  

災害時に救援物資の ・配分、 出し、 所の支援など赤十字の災害時の支援活動に わる の防

災ボランティア を行い や訓練等を実施している。 

4年度はコロナウイルス感染予防 を行いながら、 ・ボランティア 、災害救護訓練を行っ

た。防災ボランティア（ ） は、支部職員の災害 応訓練と 時開催とし、救護 派遣時に し 地

にて救護所を 営するとい 訓練を北上 にて実施した。 （ 年 した LINE や ール

ア レス）にて 、 地 の救護所の 営、 出し等の訓練を実施した。 

防災ボランティア支援 に いては、 内合 災害救護訓練に し、傷病者 や救護所 営等の訓

練を行った。 

地 の ボランティアは、地 奉仕団が い地 等 、ボランティアをしたいとい の受け として

し、 いた いた に を実施した。自分の な地 活動していた とを期 している。 

 

① ・訓練                                                     （単位：人） 

主催 訓練の名  実施日 会場 
ボランティア 

者数 

支部 支部職員災害 応訓練 8 23日 
盛岡市 

北上  
22 

支部 内合 災害救護訓練 10 14日 支部 6 

支部 地 の ボランティア  6 18日 支部 4 

支部 防災ボランティア ・  8 23日 支部 31 

支部 防災ボランティア  8 23日 支部 3 

 

② 防災ボランティア 者数（地 ）                                   （単位：人） 

地  ー ー 地区 ー ー ボランティア 合  

盛岡市 1 0 17 18 

花巻市 1 0 3 4 

町 0 0 0 0 

市 1 0 4 5 

一関市 0 0 1 1 

大 市 0 1 0 1 

高田市 0 0 1 1 

石市 1 2 1 4 

市 1 0 3 4 

市 0 0 1 1 

市 0 0 4 4 

市 0 0 2 2 

大槌町 1 0 2 3 

雫石町 0 0 2 2 

の  0 0 1 1 

合  6 3 42 51 

 地 の ボランティア 者数（地 ） 

地   人ボランティア （人） 

盛岡市  

町 ３ 

町 １ 

市 １ 

花巻市 １ 

町 1 

一関市 1 

合    17 

 

 

（ ）災害 援 の受付       

  岩手県が 災地となる災害は しなかったが、令和 年 ３日からの大 による災害によ 害を受けた

災地の に する 援 が られた。  

                   （令和 5年 3 31日 ）                           

 援 名 受付期間 数（ ）  （ ） 

1 令和 4年 ３日からの大 災害 援  R4.8.12～R5.3.31 1 5,000 

合       1 5,000 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4年 ３日からの大 災害における青 県支部に する救援物資配 の様子 
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 地 の ボランティア 者数（地 ） 

地   人ボランティア （人） 
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令和 4年 ３日からの大 災害における青 県支部に する救援物資配 の様子 
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（ ） 防災・ 災の  

東日本大 災などの の災害から学 や 訓を の備えとして の県 に広めるため地

や学校を に 赤十字防災セミナー を開催した。赤十字講習と 様にコロナ感染 を講じながら、

実施した。 

防災セミナーの実施場所と 者数                    (単位：人)  

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災セミナーの様子 

 期 日 区分 場 所 内 容 者 

8/24 通 ログラ  市立 中学校（体 ） 災害への備え 64 

9/3 通 ログラ  田町 会  災害への備え 32 

11/29 通 ログラ  
盛岡市立 ・ 人福祉セン

ター 
災害への備え 19 

R5 

1/30 
支部 自 

市立 中学校 

（ 実習 ） 

災害食 、防災ポー

に けた ークショッ  
２  

1/31 支部 自 
中 コミ ニティセンター 

に ランス  
災害への備え、災害食  21 

2/24 支部 自 盛岡医 看護大学校 
赤十字の災害 応、 の

ア 
32 

赤十字防災セミナー3回 支部 自セミナー3回 193 

  
 

赤十字奉仕団ふれあい交流会の様子 

（ ） 支援活動 

 31 年 3 に 救援 を した 支援事業 ノルディック・ウ ー ングと の ア による

は したが、 の 、奉仕団による れあい交流会 として公営 等の を年間 15 回から 20

回 していた。令和 4年度は、令和 3 年度と 様にコロナ感染予防のため交流会を中止 るを ない奉仕

団 、開催回数がコロナ よ 大 少したが、感染 予防に しながら実施した。 

 

① 奉仕団による れあい交流会                                            

実施日 実施場所 内容 奉仕団、職員等 

 

者 

8/31 
田 災害公営 （

が ） 会所 

ポールを った体 、ノルディッ

クウ ー ング、手 いの活

（ スク ース など）、看護

師による と  

市奉仕団員 1名 

岩手県ノルディックウ ー

ング奉仕団員３名 

支部職員 3名 

１２名 

9/15 
高田市 分団

第一 所 

ポールを った体 、ノルディッ

クウ ー ング、手 いの活

（ スク ース など）、看護

師による と  

高田市奉仕団員 名 

岩手県ノルディックウ ー

ング奉仕団員３名 

支部職員３名 

１６名 

10/26 
大槌町文化交流センタ

ーおしゃっち 

ポールを った体 、ノルディッ

クウ ー ング、ラ 体 、

、お し 選会 

花巻市内 4 奉仕団（花巻、

大 、石 、東和）１ 名 

岩手県ノルディックウ ー

ング奉仕団員 2名 

支部職員２名 

１ 名 

10/22 

高田市市 文化

会 （ 高田市

業 会場内） 

っ のお い（300食） 
野市奉仕団員 名 

野市地区 会員３名 

約 300

名 
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者 
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クウ ー ング、手 いの活
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ポールを った体 、ノルディッ
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10/22 

高田市市 文化

会 （ 高田市

業 会場内） 

っ のお い（300食） 
野市奉仕団員 名 

野市地区 会員３名 

約 300

名 
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② 総合防災訓練等展示ブース出展 

  各地区分区を通じて、総合防災訓練や各種イベントへ展示ブースを出展し、来場者へ赤十字事業や救援物

資の紹介、救急法等のミニ講習を実施するなど広報活動を展開した。 

実施日 実施場所 内容 
ボランティア・ 

職員 
来場者 

9/4 

北上市立黒岩小学校 

（北上市総合防災訓練

会場） 

赤十字活動パネル・救援物資

展示、救急法体験、ノベルティ

グッズ・広報誌配付 

支部職員３名 約 80名 

9/10 

雫石町総合福祉センタ

ー（雫石町ボランティア

フェスティバル会場） 

赤十字活動パネル・救援物資

展示、防災クイズ、災害食試

食、ノベルティグッズ・広報誌配

付 

雫石町奉仕団員６名 

支部職員１名 
約 100名 

11/3 

大槌町文化交流センタ

ーおしゃっち（大槌町防

災フェスタ会場） 

災害救助犬のデモンストレーシ

ョン、救援物資展示、救急法体

験、ノベルティグッズ・広報誌配

付 

安全奉仕団員２名 

支部職員１名 
約 80名 

 

 

 

 

 

 

展示ブースの様子 

（10） 臨時救護 

公的機関等から依頼を受けた全県規模の行事への救護要員の派遣を行い、不慮の事故等による傷病者

の救護にあたった。令和 4年度は、コロナウイルス感染予防のため各団体が行事の開催を自粛するなか行わ

れた下記の依頼に応えた。                                           

① 臨時救護派遣場所と派遣人数                                   (単位：人) 

期 日 行事名 場 所 派遣人員 患者数 備考 

6/3～5 岩手県高総体ボート競技 花巻市田瀬湖ﾎﾞｰﾄ場 看護師(3) 1  

6/4 岩手県障がい者スポーツ大会 岩手県営運動公園 看護師(1) 2  

7/15～17 東北高等学校選抜ボート大会 花巻市田瀬湖ﾎﾞｰﾄ場 看護師（3） 2  

7/26～28 
岩手県青少年赤十字 

ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰ 

国立岩手山 

青年交流の家 
看護師（3）  

コロナ禍 

中止 

8/30～31 第 73回全日本少年野球大会 岩手県営野球場 看護師（3） 0  

9/2～4 高総体新人戦ボート競技 花巻市田瀬湖ボート場 看護師（3） 0  

11/23 
第 81回一関・盛岡間 

駅伝競走大会 
一関～北上間 

医師(1) 

看護師(1) 

主事(1) 

0 
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 救急法 の講習  
の が健康で安全・安 な し るために、人 救 の 法と な ・ るた

めの救急法、水上安全法、健康生活支援講習、幼児安全法の講習 実施している。コロナ

のため、 本 な 対 （健康 、 、 指 、人と人との る） 講 、

の実 の 法 しなが の実施とした。 

 

（ ） 講習の活  

【 救急法 】 

日 生活に る の と、 の 急病に対して 救急 に き での て

の 法 指導し、 での の めるもので、 救急法 講習と、 の で

講習 実施した。 

令和 4 年度は 講習、救急員 講習、 講習 実施 るとともに、3 年 りに指導員 講習 開

催した。 

 救急法 講習の実施 と 講者数                             (単位 人)  

開催日 実施  講数  

5/15、6/18、

7/10、9/4、1/25 
日本 支  88  

4/22  7 対応 

5/17  36 対応 

6/20  33 対応 

10/25 の ・ り  9 対応 

11/2  19 対応 

11/30  20 対応 

12/7  19 対応 

12/10 な  9 指導員  

12/14  20 対応 

12/21 修  13 対応 

2/6 日本  10 対応 

2/16 MCL  30 指導員  

3/7  21 対応 

救急法 講習 18回 334  

  

 
の様子 
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 救急法救急員 講習の実施 と 講者数                      （単位 人） 

開催日 実施  講数 

5/18 20  36 

6/21 23  33 

8/6 7 日 支  16 

9/5 6 日 支  16 

1/26 27 日 支  20 

2/13 14 日本  10 

救急法救急員 講習 6回 131 

 

 救急法 講習 と 講人数                               (単位 人)  

開催日 実施  講数  

4/2  17 指導員  

4/3  25   

4/5 安  11   

4/10  12   

4/28 た 支援 （ ） 15   

5/11  15 指導員  

5/12  12   

5/12 病院 40 指導員  

5/18 上  13 指導員  

5/18  39   

5/19  39   

5/21  21   

5/22  22   

5/27 上  89   

6/2 支援 （ ） 16   

6/3 JRC指導者研修  9   

6/3 支援 （ ） 10   

6/15 YMCA 7   

6/22  40   

6/23  30   

6/23、6/24 病院 13 指導員  

6/27  5   

6/29  28   

7/1 内  14   

7/3 YMCA 66   

7/4 PTA 35   

7/5 日  37   

7/6 安  21   

7/11  11   

7/12  8   

7/13 日  15   

7/14  38   

7/15  39   

7/19  72   

7/24 日  15   

8/1  19   

8/4 日  18   

8/5  8   

8/5 もり  8   

8/9 日  16   

8/9  20 指導員  

8/17 た 支援 教  26   

8/18  16   

8/19  18   

8/23  16   

8/25  39   

8/26  38   

8/29  10 指導員  

8/30  10 指導員  

8/31  10 指導員  

9/1  11 指導員  

9/1  22   

9/2  10 指導員  

9/5  12   

9/7 別 人  の   21   

9/8 上  6   

9/13  88   

9/14 別 人  の   24   

9/16  78   

9/21 別 人  の   20   

9/28 日  13   

10/6  34   

10/7 日  37   

10/18 もり  6   

10/23  15   

10/27 教習  38   

10/28 教習  38   

10/29 教習  38   
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7/11  11   

7/12  8   

7/13 日  15   

7/14  38   

7/15  39   

7/19  72   

7/24 日  15   

8/1  19   

8/4 日  18   

8/5  8   

8/5 もり  8   

8/9 日  16   

8/9  20 指導員  

8/17 た 支援 教  26   
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8/19  18   

8/23  16   

8/25  39   
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9/1  11 指導員  

9/1  22   

9/2  10 指導員  

9/5  12   

9/7 別 人  の   21   

9/8 上  6   

9/13  88   

9/14 別 人  の   24   

9/16  78   

9/21 別 人  の   20   

9/28 日  13   

10/6  34   

10/7 日  37   

10/18 もり  6   

10/23  15   

10/27 教習  38   

10/28 教習  38   

10/29 教習  38   
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11/11  20   

11/16  39   

11/17  39   

11/20 安 生  40   

11/22  37   

11/29 あい ロ  8 指導員  

11/30  8 指導員  

12/2 もり  3   

12/4  19   

12/6  61   

12/9  12   

12/15  98   

1/22 生活応援  23 指導員  

1/30  8   

2/1  22   

2/2  18 指導員  

2/3 もり  3   

2/8  31   

2/15 上  70   

2/16  40   

2/17  39   

2/19 いわて 生研  25   

2/20 上  70   

2/21 上  36   

3/1  21   

3/4 い  20   

3/9  20   

3/16  39   

3/17  34   

3/18 本  14   

3/30  14   

講習 99回 2 613  

 

 救急法 指導員 講習の実施 と 講者数               （単位 人） 

開催日 実施  講数 

前研修 10/1 2 

日本 支  

8 

本研修 11/26 28 12/3 4 7 

研修（新 研修）1/29 7 

救急法講習 指導員 講習 回 7 

 

 講習種別 と実施回数と 講者数                                  (単位 人)  

 

【 水上安全法 】 

水 活 して健康の り、水の 生 るため、 の 本と 全、水の 、

た人の救 、応急 な の と 指導 るもので、令和 4 年度は水上安全法救 員 講習

の で 講習の 実施した。救 員 講習については 講者 が る実 が

、実 に もできないため、開催 た。 

 

 水上安全法 講習                                            (単位 人)  

開催日 実施  講数  

4/19 合  15 BLS  

6/14 あ  19 BLS  

6/28 教 別支援  31 BLS  

7/14  80  

8/29  61  

9/2  21  

9/2  36  

9/6  29  

1/21  5 BLS  

講習 9回 297  

 

 

 講習種別 と実施回数と 講者数                                   (単位 人)  

種別 開催回数 講者数  

救 員  － － コロナ禍にて実施せず 

救 員  － － コロナ禍にて実施せず 

講習 9 297  

指導員  － － コロナ禍にて実施せず 

指導員  － － コロナ禍にて実施せず 

 9 297  

 

 

 

 

種別 開催回数 講者数  

 18 334  

救急員   1   

講習  2 613  

指導員  1 7  

 124 3,085  
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 講習種別 と実施回数と 講者数                                  (単位 人)  

 

【 水上安全法 】 

水 活 して健康の り、水の 生 るため、 の 本と 全、水の 、

た人の救 、応急 な の と 指導 るもので、令和 4 年度は水上安全法救 員 講習

の で 講習の 実施した。救 員 講習については 講者 が る実 が

、実 に もできないため、開催 た。 

 

 水上安全法 講習                                            (単位 人)  

開催日 実施  講数  

4/19 合  15 BLS  

6/14 あ  19 BLS  

6/28 教 別支援  31 BLS  

7/14  80  

8/29  61  

9/2  21  

9/2  36  

9/6  29  

1/21  5 BLS  

講習 9回 297  

 

 

 講習種別 と実施回数と 講者数                                   (単位 人)  

種別 開催回数 講者数  

救 員  － － コロナ禍にて実施せず 

救 員  － － コロナ禍にて実施せず 

講習 9 297  

指導員  － － コロナ禍にて実施せず 

指導員  － － コロナ禍にて実施せず 

 9 297  

 

 

 

 

種別 開催回数 講者数  

 18 334  

救急員   1   

講習  2 613  

指導員  1 7  

 124 3,085  
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【 健康生活支援講習 】 

健 な ための ・支援の ・ の習 と実 して、健康 ・ の と

いに 合 の 、 活 に に参加しても こと とした講習である。 

令和 4 年度は健康生活支援講習支援員 講習と の で 講習 実施 るとともに、4

年 りに指導員 講習 開催した。 

 健康生活支援講習支援員 講習の実施 と 講者数               （単位 人） 

開催日 実施  講数 

9/27 28 日本 支  10 

健康生活支援講習支援員 講習 回 10 

 

 健康生活支援講習 講習 と 講者数                    (単位 人)  

開催日 実施  講者数  

5/23  30 な 研修  

6/25 生活 生 ( ) 18  

6/30  10 な 研修  

7/21  5 な 研修  

7/25  24 な 研修  

8/5 日本 支 + もり  9  

8/22  7 な 研修  

8/26  47  

8/29  15 な 研修  

9/30  15  

10/3 生活 生 ・  24  

10/4 JRC 指導者  3  

10/17  25 な  ロ  

10/18 日本 支 + もり  6  

10/18 生活 生 ・  12  

10/31  14 な  ロ  

11/14  11 な  ロ  

11/20 安 生 支  40  

12/2 日本 支 + もり  3  

12/13 （ ） 17  

12/19  10 な 研修  

12/22  7 な 研修  

1/24 日   16  

2/3 日本 支 + もり  3  

2/8  37 な 研修  

2/24   32  

3/15 上  18 な 研修  

講習 27回 458  
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 健康生活支援講習 指導員 講習の実施 と 講者数               （単位 人） 

開催日 実施  講数 

前研修 11/8 

日本 支  

8 

本研修 1/21 23 2/10 11 6 

研修（新 研修） /  6 

健康生活支援講習 指導員 講習 回 6 

 

 講習種別 と実施回数と 講者数                                  (単位 人)  

種別 開催回数 講者数  

支援員  1 10  

講習 27 458  

指導員  1 6  

 29 474  

 

 

 

 

 

【 幼児安全法講習 】 

幼児 に こり い の ての実 、 り い病 と 病の な の と 指

導 とした講習 実施 るもので、令和 4年度は幼児安全法支援員 講習と の で

講習 実施した。 

 

 幼児安全法 支援員 講習の実施 と 講者数               （単位 人） 

開催日 実施  講数 

10/7 8 日本 支  8 

7/15 16  15 

7/25 26  18 

3/6   17 

3/11 12  16 

幼児安全法 支援員 講習 5回 74 

 

 
の様子 
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 幼児安全法 講習 と 講者数                            (単位 人)  

開催日 実施  講者数  

4/2、4/5、4/6、4/7、4/8  29 指導員  

5/26 上本 り  12 指導員  

5/30 日 児院 8 指導員  

6/2、6/3  11  

6/3  5  

6/13、6/15  15  

6/16 きた り  25  

6/20  9  

6/22 がの  14  

6/30  16  

7/4 いしこ も  13  

7/8  15  

7/11  17  

7/12  6  

7/13 日 児院 8 指導員  

7/21 り がわ  21  

7/23  23  

8/4  17  

8/22、8/23   9  

8/26 健 も  10  

9/9 日 児院 8  

9/10  31  

9/13  10  

9/26 研  25  

10/1 教 員  24  

10/5  9  

10/18、10/20  10  

10/22 の  15  

10/25 日本 支  9  

10/27  16  

10/29 の  17  

11/3  80  

11/10  17  

11/5 の  9  

11/20 安 生 支  40  

12/10  9 指導員  

12/20 本  8  

1/13 コ  6  
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 幼児安全法 講習 と 講者数                            (単位 人)  

開催日 実施  講者数  

4/2、4/5、4/6、4/7、4/8  29 指導員  

5/26 上本 り  12 指導員  

5/30 日 児院 8 指導員  

6/2、6/3  11  

6/3  5  

6/13、6/15  15  

6/16 きた り  25  

6/20  9  

6/22 がの  14  

6/30  16  

7/4 いしこ も  13  

7/8  15  

7/11  17  

7/12  6  

7/13 日 児院 8 指導員  

7/21 り がわ  21  

7/23  23  

8/4  17  

8/22、8/23   9  

8/26 健 も  10  

9/9 日 児院 8  

9/10  31  

9/13  10  

9/26 研  25  

10/1 教 員  24  

10/5  9  

10/18、10/20  10  

10/22 の  15  

10/25 日本 支  9  

10/27  16  

10/29 の  17  

11/3  80  

11/10  17  

11/5 の  9  

11/20 安 生 支  40  

12/10  9 指導員  

12/20 本  8  

1/13 コ  6  

/20、1/24、1/30、1/31 いず   8 指導員  

1/26 あ 幼  9  

1/27  5  

2/17 コ  10  

2/27  11  

3/13 コ  11  

3/24 日本 支  7  

講習 56回 687  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 講習種別 と実施回数と 講者数                                (単位 人)                                        

 

 

【 種講習の指導員  】  （令和 5年 3月 31日 ）           （単位:人）       

 

 

種別 開催回数 講者数  

支援員  5 74  

講習 56 687  

指導員  - - - 

 61 761  

   救急法 水上安全法 健康生活支援 幼児安全法 上安全法 

支   7 1 3 2 1 

病 院 17 0 7 11 0 

 3 1 0 0 0 

 児 院 2 1 0 1 0 

日  0 0 0 0 0 

 58 12 12 19 0 

合    87 15 22 33 1 

 

 
の様子 
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【 指導員研修 】                                                       （単位:人）                           

 

※救急法については令和 4年 4月の新教本改訂に合わせ、令和 4年度前に開催したが、病院のコロナ対応 

により参加できない指導員がいたため、4年度内も複数回開催したものであること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

種別 開催日 参加者数 

救急法・水上安全法指導員研修 2022.3.12、21、6.11、12.17 80 

健康生活支援講習指導員研修 － コロナ禍にて実施せず 

幼児安全法指導員研修 － コロナ禍にて実施せず 

 
指導員研修の様子 

３ 赤十字奉仕団、ボランティア活動 
（ ）活動  

① 活動内容（地域・ 年赤十字奉仕団） 

会員増  

  活動 金 のための 活動、 の手 い、 報 等発 業な った。 

 ・  

  指 ・訓練・研修、 ー 、 金 な った。 

 

・ ・ 等 、子 参加、 がい者 に る 修な った。 

・身近な赤十字推進モデル奉仕団活動（一関市千厩町、盛岡市、金ケ崎町） 

地域 対象の ロン 催 、 な の クリ ー ン、 活支 、 

の 、 の 事に な り り った。 

推進 動・ 及 動  

推進 ッ ン ンター・ ー ーな の に る びか 、 及、各 へ

の参加 った。 

の他   

    赤十字奉仕団 れ い 会（ 支 活動） 催 

   

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

（２）奉仕団等 、 等 

① 奉仕団 及び 計団員  

  団  
団 員 （ ） 

  計 

地域赤十字奉仕団 32団 222 862 1,084 

年赤十字奉仕団  3団  20  61    81 

赤十字奉仕団 14団 439 105   544 

 計 49団 681 1,0２8 1, 09 

 

 

 
 

身近な赤十字推進モデル奉仕団活動の様子 
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３ 赤十字奉仕団、ボランティア活動 
（ ）活動  

① 活動内容（地域・ 年赤十字奉仕団） 

会員増  

  活動 金 のための 活動、 の手 い、 報 等発 業な った。 

 ・  

  指 ・訓練・研修、 ー 、 金 な った。 

 

・ ・ 等 、子 参加、 がい者 に る 修な った。 

・身近な赤十字推進モデル奉仕団活動（一関市千厩町、盛岡市、金ケ崎町） 

地域 対象の ロン 催 、 な の クリ ー ン、 活支 、 

の 、 の 事に な り り った。 

推進 動・ 及 動  

推進 ッ ン ンター・ ー ーな の に る びか 、 及、各 へ

の参加 った。 

の他   

    赤十字奉仕団 れ い 会（ 支 活動） 催 

   

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

（２）奉仕団等 、 等 

① 奉仕団 及び 計団員  

  団  
団 員 （ ） 

  計 

地域赤十字奉仕団 32団 222 862 1,084 

年赤十字奉仕団  3団  20  61    81 

赤十字奉仕団 14団 439 105   544 

 計 49団 681 1,0２8 1, 09 

 

 

 
 

身近な赤十字推進モデル奉仕団活動の様子 
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② 地域赤十字奉仕団                                           （ ： ） 

奉仕団名称 委 員 長 

団  員   活動内容 

  計 

会
員
増

 

 

等
 

推
進 及 

他 

盛岡市赤十字奉仕団  崎 一  7 17 24       

市赤十字奉仕団 金  久 子 2 23 25       

市赤十字奉仕団 中  和  7 18 25       

市 地 赤十字奉仕団      2 18 20       

市 地 赤十字奉仕団    8 8 16       

市石 地 赤十字奉仕団    子 0 24 24       

市 和地 赤十字奉仕団      4 14 18       

市赤十字奉仕団    子 0 21 21       

久慈市赤十字奉仕団     10 15 25       

遠野市赤十字奉仕団    子 0 47 47       

一関市一関赤十字奉仕団   子 7 68 75       

一関市 赤十字奉仕団   み 子 20 33 53       

一関市 赤十字奉仕団 増 沢   純 4 34 38       

一関市千厩赤十字奉仕団    子 20 59 79       

一関市 赤十字奉仕団   千 子 0 78 78       

一関市室 赤十字奉仕団    子 0 23 23       

一関市 崎赤十字奉仕団   千 子 5 14 19       

市赤十字奉仕団  野 ト 子 2 11 13       

釜石市赤十字奉仕団 中  子 0 19 19       

市赤十字奉仕団   和 子 12 38 50       

市赤十字奉仕団    19 22 41       

市 沢赤十字奉仕団     2 0 2       

石町赤十字奉仕団 中  子 0 43 43       

町赤十字奉仕団   久 子 13 57 70       

和 町赤十字奉仕団      29 45 74       

金 崎町赤十字奉仕団   子 8 29 37       

町赤十字奉仕団 （ ） 0 19 19       

岩 町赤十字奉仕団  和  一 13 17 30       

野 赤十字奉仕団    子 13 17 30       

野 赤十字奉仕団 （  団） 0 12 12       

野町赤十字奉仕団  石   0 0 0       

赤十字奉仕団    一 6 6 12       

計 ３２団 222 862 1,084  

 年赤十字奉仕団                                             （ ： ） 

奉 仕 団 名 
 

委 員 長 

団  員  

 

活動内容 

  計 

会
員
増

 

 

等

 

推
進 及 

他 

岩手 赤十字奉仕団 部  5  4 9       

イー トーブ 赤十字奉仕団    0 18 18       

岩手県 期 部赤十字奉仕

団 
（ ） 15 39 54       

計 ３団 20 61 81  

 

 赤十字奉仕団                                             （ ： ） 

奉仕団名称 委 員 長 
団  員   

主な活動内容 
  計 

岩手県ア ュア 赤十字奉仕団 中   18 0 18 、 訓練 

岩手県 全 赤十字奉仕団 （ ） 14 2 16 全 会指  

岩手県赤十字 全奉仕団    44 60 104 
、 全 、 活支

の 会指  

岩手県 年赤十字 奉仕団 一 67 10 7  
JRC加 へのメッ ー 、

JRC指 者  

日赤釜石市地 赤十字 全奉仕団  裕 4 5 9 会指  

久慈ライ ービン 赤十字奉仕団 久慈  34 2 36 指 、 場  

沢 ー トロール赤十字奉仕団 （  団） 0 0 0  

赤十字奉仕団  一  14 0 14 事参加 

ライ ービン 赤十字奉仕団 （  団） 0 0 0  

岩手県赤十字 イク奉仕団 中  102 5 107 定 た 訓練 

岩手県赤十字 赤十字奉仕

団 
  10 6 16 場  

ット赤十字奉仕団 野 一 11 4 15 訓練、 会、 訓練 

岩手県 会赤十字奉仕団 部   115 4 119 ポー 会に る 員  

岩手県 赤十字奉仕

団 
  6 7 13 

活 による 活支

活動 

計 14 団 439 105 544  
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② 地域赤十字奉仕団                                           （ ： ） 

奉仕団名称 委 員 長 

団  員   活動内容 

  計 

会
員
増

 

 

等

 

推
進 及 

他 

盛岡市赤十字奉仕団  崎 一  7 17 24       

市赤十字奉仕団 金  久 子 2 23 25       

市赤十字奉仕団 中  和  7 18 25       

市 地 赤十字奉仕団      2 18 20       

市 地 赤十字奉仕団    8 8 16       

市石 地 赤十字奉仕団    子 0 24 24       

市 和地 赤十字奉仕団      4 14 18       

市赤十字奉仕団    子 0 21 21       

久慈市赤十字奉仕団     10 15 25       

遠野市赤十字奉仕団    子 0 47 47       

一関市一関赤十字奉仕団   子 7 68 75       

一関市 赤十字奉仕団   み 子 20 33 53       

一関市 赤十字奉仕団 増 沢   純 4 34 38       

一関市千厩赤十字奉仕団    子 20 59 79       

一関市 赤十字奉仕団   千 子 0 78 78       

一関市室 赤十字奉仕団    子 0 23 23       

一関市 崎赤十字奉仕団   千 子 5 14 19       

市赤十字奉仕団  野 ト 子 2 11 13       

釜石市赤十字奉仕団 中  子 0 19 19       

市赤十字奉仕団   和 子 12 38 50       

市赤十字奉仕団    19 22 41       

市 沢赤十字奉仕団     2 0 2       

石町赤十字奉仕団 中  子 0 43 43       

町赤十字奉仕団   久 子 13 57 70       

和 町赤十字奉仕団      29 45 74       

金 崎町赤十字奉仕団   子 8 29 37       

町赤十字奉仕団 （ ） 0 19 19       

岩 町赤十字奉仕団  和  一 13 17 30       

野 赤十字奉仕団    子 13 17 30       

野 赤十字奉仕団 （  団） 0 12 12       

野町赤十字奉仕団  石   0 0 0       

赤十字奉仕団    一 6 6 12       

計 ３２団 222 862 1,084  

 年赤十字奉仕団                                             （ ： ） 

奉 仕 団 名 
 

委 員 長 

団  員  

 

活動内容 

  計 

会
員
増

 

 

等
 

推
進 及 

他 

岩手 赤十字奉仕団 部  5  4 9       

イー トーブ 赤十字奉仕団    0 18 18       

岩手県 期 部赤十字奉仕

団 
（ ） 15 39 54       

計 ３団 20 61 81  

 

 赤十字奉仕団                                             （ ： ） 

奉仕団名称 委 員 長 
団  員   

主な活動内容 
  計 

岩手県ア ュア 赤十字奉仕団 中   18 0 18 、 訓練 

岩手県 全 赤十字奉仕団 （ ） 14 2 16 全 会指  

岩手県赤十字 全奉仕団    44 60 104 
、 全 、 活支

の 会指  

岩手県 年赤十字 奉仕団 一 67 10 7  
JRC加 へのメッ ー 、

JRC指 者  

日赤釜石市地 赤十字 全奉仕団  裕 4 5 9 会指  

久慈ライ ービン 赤十字奉仕団 久慈  34 2 36 指 、 場  

沢 ー トロール赤十字奉仕団 （  団） 0 0 0  

赤十字奉仕団  一  14 0 14 事参加 

ライ ービン 赤十字奉仕団 （  団） 0 0 0  

岩手県赤十字 イク奉仕団 中  102 5 107 定 た 訓練 

岩手県赤十字 赤十字奉仕

団 
  10 6 16 場  

ット赤十字奉仕団 野 一 11 4 15 訓練、 会、 訓練 

岩手県 会赤十字奉仕団 部   115 4 119 ポー 会に る 員  

岩手県 赤十字奉仕

団 
  6 7 13 

活 による 活支

活動 

計 14 団 439 105 544  
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⑤ モデル赤十字奉仕団 

 令和２年度指定   一関市千厩赤十字奉仕団 

 令和３年度指定   釜石市赤十字奉仕団 

 令和３年度指定   久慈市赤十字奉仕団 

  

（３）会議、研修、訓練 

① 本社主催 

名 称 期 日 会 場 内 容 参加者 

赤十字奉仕団中央委員会 5/30～31 
日本赤十字社

本社 

中央委員会常任委員について、

各ブロック委員長会議の報告に

ついて、令和 4 年度事業計画に

ついて、日赤の地域包括ケアの

取り組みについて 他 

支部委員会委員長：

増沢純 

赤十字ボランティア基礎調

査 
10/19 

日本赤十字社

岩手県支部 

本社職員等によるボランティアの

実態調査のための奉仕団員及

び担当職員へのインタビュー（全

国から 5 支部が選ばれ、当支部

が対象となった。） 

盛岡市、遠野市、 

金ケ崎町奉仕団 

各 2 名 

赤十字ボランティア・リーダ

ー研修会 

R5 

1/28～30 

日本赤十字社

岩手県支部 

奉仕団室 

中央委員会常任委員について、

各ブロック委員長会議の報告に

ついて、令和 4 年度事業計画に

ついて、日赤の地域包括ケアの

取り組みについて 他 

釜石市赤十字奉仕

団：千葉裕子 

 

② 支部主催 

名 称 期 日 会 場 内 容 参加者 

赤十字奉仕団岩手県支部

委員会 

R5 

3/2 

ホテルメトロポリ

タン盛岡 

NEWWING 

次期委員の委嘱について、次期

役員の選任について、令和 5年度

指定モデル奉仕団について、「身

近な赤十字」推進について 他 

 

支部委員会 

委員 8 名、次期委員

3 名 

 

赤十字奉仕団委員長・事

務担当者会議 

R4 

3/2 

ホテルメトロポリ

タン盛岡 

NEWWING 

令和 4 年度中央委員会報告、令

和 4 年度支部事業報告及び令和

5 年度事業計画、モデル奉仕団活

動報告、「身近な赤十字」推進モ

デル奉仕団事例発表、令和 5 年

度「身近な赤十字推進」につい

て、 他 

奉仕団委員長 29 名 

事務担当者 12 名 
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青少年赤十字
ー・

（ 会 ）
（ 集）

支

赤

、 で
れ れ で 。
（ ーシ ・ ンク ー

ン）に いて学んだ。

高等学校
年 ん
年 ん高
ん

高校
年 小田 稚 ん

第 青少年
赤十字高 会

支 が し、第
の高 が 集して、

の活動を した。また、
・ 事 つ て 。

・盛岡二高 年

・一 二高 年
・大 高 年

・今  盛小

・ 田  小第 青少年
赤十字 者 会

会 ）

青少年赤十字
国際 事業
（ 会 ）

立
大

高

気 動 と を る
動を を ー 、国

内２ 、海外３３ ルー と
ルー ー を

た。海外のメンバーの
を た。

大 高
年 子さ
年 田 さ
年 さ

支 が 。 ン
ン り を し へ

の を高めることができた。

者

・  小 小

市

 一 したが、 の で であ たが 集しての実施とな た。

青少年赤十字
を 青少年が赤十字の を し 理解し、 の 和と の できる 、

 育活動のなかで青少年赤十字の活動を した。また、 者を するため、 者 会を

 ンと り し実施したり、事 会へ を した。 年の

 支 の事業を実施し、 の ・ の を た。 ン の 大の で

青少年赤十字事業内

 事業

称 会 内    者

青少年赤十字の「 ・
・ 」の３つの で

された ー 、
から した。支

会 で パ ー
を た。

高

支 が  

（パ ー ン ）

青少年赤十字
者 会

会

会 内    者

２  事業

称

青少年赤十字 国
者 会 会・ 会

（ 会 ）
支

会で、 会 が
年度の 国 者 会の
会 とな た。

会で 、 ・ での
つ て ルー ー が
れた。

青少年赤十字
年

ー ン
ー

（ 会 ）

1 高校生 ー ーク 事業 バ からの に 1 ン ン り
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３  支 事業

称 会 内 者

こども赤十字
活動 会

陸前高田市
ー

ール

年度 気仙 での であ た。陸前
高田市立小友保育所所 から、 を
た き、 が ま た。

理事
幼  高 子

青少年赤十字
者 会

赤十字
支

青少年赤十字を 育 かし、活動内
を し 育の 上 資すること

を目 し 会を した。青少年赤十字
つ 理解を めたと も 、 の
の つ て 者と でき、これか
らの 活 かして きた との が

られた。

青少年赤十字活動
事 会

ン ール
盛岡

者

青少年赤十字
年 事業

・ ン ン ー る
・ の る青少年赤十字
・ へ き
・ ー ン ール
（ れあ バル）

年度

令和 令和 年度

令和２年 年度

盛岡市立仙北小

立

かな をも らを り の育
りの を る、 の る 育活動を通して

「 かのため かができる」 の育
「気づき、 、実 する」 目標の を通して

令和２年 年度 立盛岡 支援
盛岡 支援 の 活動 つ て
での「気づき、 、実 する」ための り

幼保 ３

年度と き き 会を し と
した。第 の が られ 者も
あ た。 年目の ・ 支援

年の 解 り 大きな を
上 たことを した。 年を した

で 、 つ て な
れることができた。

小

３

ー ー ・
ー ン ・
ン ー

赤十字
支

国立 青少年の で 計画
して た ン 、 ル の
大の で とし、 を めて で

た。 の であ たが、 の
を実 したと が られ

た。また、 赤の施 を したり
できたこと がある活動とな た。

小

高

ン ー ッ を て ン ー ークの り り 事 表 表校

― 29 ―



分 校数 メンバー数 校　種 校数 メンバー数

幼 稚 園 2 27 田

こ ど も 園 4 243 盛 岡 な で し こ 南
り や 前 手 代 あ た

田 か

山 田 田 東 北 川

山 南

北 大 寺 手 代 南 東

中 野 東 松 園 松 園 ☆ 北 松 園

前 前 南 中 野 本 宮

山 ☆ 玉 山

東 北 前 米 内

☆ 玉 山

高 等 学 校 3 722 岩 手 子 盛 岡 二 高 盛 岡 南
特 別 支 援 3 66 盛岡 支援 盛 岡 松

小 学 校 1 288 小 野

高 等 学 校 1 18 石

小 学 校 1 214 宮

中 学 校 1 40

こ ど も 園 2 57 小 泉

高 等 学 校 1 23 一 二 高

こ ど も 園 2 117 あ か 崎

保 育 所 1 22 和

川 大 大 北 盛 立

崎

中 学 校 3 617 大 第 一 中 崎

高 等 学 校 2 16 大

こ ど も 園 3 77 瀬 かば も じ

保 育 所 3 46 江 刺 南 田 玉

高 等 学 校 3 58 岩 谷 前 沢 沢

中 学 校 3 494 大 巻 北 矢 沢

高 等 学 校 3 33 大 巻 東 巻 南

江 子 大 り 口 内 岡 崎 二 子

南

中 学 校 2 313 和 賀 東 ☆ 飯 豊

高 等 学 校 2 55 北 上 南 大 北 上

小 学 校 1 64 大 川

中 学 校 1 417

小 上

野 野 北 宮 沢

中 学 校 3 577 野 野 西 野 東

保 育 所 2 95 小

小 学 校 3 226 小 田

高 等 学 校 1 7 高 田

石 所 金 田 一 寺 中 央 平

岡
中 学 校 3 558 寺 岡 金 田 一
保 育 所 1 20 畑 保 育 園

代 大 平 舘 田 山

寺 田 田 平 松 野 木

中 学 校 4 464 代 西 西 第 一 松

高 等 学 校 1 149 ☆ 平 舘

大 高

   3 80

大 16 1,897

2 306

宮 2 254

小 学 校 8 1,125

9 181

10

高田 6 328

戸 9 1,538

平 16 1,534

小 学 校 11 1,029

2 481

866

6 527

 野 14 1,606

保 育 所 6 498

令和４年 青少年赤十字加盟

加 盟 校（園・所）

52 12,191

保 育 所 3267

岩大 特別支援

小 学 校 27 9,042

加盟校 ※令和 年３ ３１

中 学 校 6 1,765

小 学 校 6 980

小 学 校 10 901
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分 校数 メンバー数 校　種 校数 メンバー数 加 盟 校（園・所）

幼 稚 園 1 226 つ ば め

こ ど も 園 1 241 ふじなでしこ

巣 子 南 巣 子 大 沢 ふ う り ん 元 村

鵜 飼 一 本 木 柳 沢 ☆ 川 前

一 本 木 鵜 飼 篠 木 滝 沢 滝 沢 第 二

滝 沢 中 央 滝 沢 東 柳 沢 姥 屋 敷

滝 沢 第 二 滝 沢 滝 沢 南 柳 沢 姥 屋 敷

一 本 木

2 366 小 学 校 2 366 御 所 雫 石

小 学 校 4 176 葛 巻 江 刈 小 屋 瀬 五 日 市

中 学 校 3 97 葛 巻 江 刈 小 屋 瀬

小 学 校 3 445 一 方 井 川 口 沼 宮 内

中 学 校 1 138 沼 宮 内

こ ど も 園 1 125 あ づ ま

小 学 校 1 414 日 詰

中 学 校 1 652 紫 波 第 一

こ ど も 園 5 259 矢 巾 中 央 ふ ど う や は ば こ ず か た 北 高 田

保 育 所 3 223 北 川 煙 山 徳 田

小 学 校 4 1,416 煙 山 徳 田 不 動 矢 巾 東

中 学 校 2 722 矢 巾 矢 巾 北

高 等 学 校 1 42 不 来 方
田 2 151 小 学 校 2 151 有 住 世 田 米
田 1 316 中 学 校 1 316 山 田

1 95 中 学 校 1 95 岩 泉

小 学 校 2 212 小 鳥 谷 一 戸

中 学 校 1 169 一 戸

小 学 校 1 184 軽 米

中 学 校 1 178 軽 米

小 学 校 1 33 長 興 寺

中 学 校 1 122 九 戸

幼 稚 園 3 253

こ ど も 園 18 1,119

保 育 所 32 1,547

小 学 校 97 20,456

中 学 校 44 9,363

高 等 学 校 18 1,123

特 別 支 援 3 66

校
　なし

加盟 園 （統合等に る ）

7 273

26 5,603

小 学 校 9 3,190

保 育 所 9 317

中 学 校 6 1,629

15 2,662

4 583

・奥州市立江刺第一中学校
学校事 に る 校

加盟学校を してい い
　・平泉町　・金ケ崎町　・大槌町　・洋野町　・西和賀町　

加盟校・園
　・滝沢市保育協会　川前保育園　

　・北上市立飯豊中学校　　・盛岡市立玉山中学校

  ・野田村　・普代村 　・田野畑村　

　・岩手県立平舘高等学校

　・盛岡市立北松園小学校　盛岡市立玉山小学校

・盛岡市立きたくり保育園（民営化）

・岩手町立川口中学校

九 戸 2 155

3 1,191

215 33,927

戸 3 381

2 362

市

市

大 市

市

二 市

一

北上市

一

市

市

市

田

陸前高田市

市

田

盛岡市

市

市

普代村

金ヶ崎町

平泉町

大槌町

野田村

田野畑村

西和賀町

との加盟の

加盟校・園ともに い

小中学校の とんどが加盟している

1校（園） 数 が加盟している
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分 校数 メンバー数 校　種 校数 メンバー数 加 盟 校（園・所）

幼 稚 園 1 226 つ ば め

こ ど も 園 1 241 ふじなでしこ

巣 子 南 巣 子 大 沢 ふ う り ん 元 村

鵜 飼 一 本 木 柳 沢 ☆ 川 前

一 本 木 鵜 飼 篠 木 滝 沢 滝 沢 第 二

滝 沢 中 央 滝 沢 東 柳 沢 姥 屋 敷

滝 沢 第 二 滝 沢 滝 沢 南 柳 沢 姥 屋 敷

一 本 木

2 366 小 学 校 2 366 御 所 雫 石

小 学 校 4 176 葛 巻 江 刈 小 屋 瀬 五 日 市

中 学 校 3 97 葛 巻 江 刈 小 屋 瀬

小 学 校 3 445 一 方 井 川 口 沼 宮 内

中 学 校 1 138 沼 宮 内

こ ど も 園 1 125 あ づ ま

小 学 校 1 414 日 詰

中 学 校 1 652 紫 波 第 一

こ ど も 園 5 259 矢 巾 中 央 ふ ど う や は ば こ ず か た 北 高 田

保 育 所 3 223 北 川 煙 山 徳 田

小 学 校 4 1,416 煙 山 徳 田 不 動 矢 巾 東

中 学 校 2 722 矢 巾 矢 巾 北

高 等 学 校 1 42 不 来 方
田 2 151 小 学 校 2 151 有 住 世 田 米
田 1 316 中 学 校 1 316 山 田

1 95 中 学 校 1 95 岩 泉

小 学 校 2 212 小 鳥 谷 一 戸

中 学 校 1 169 一 戸

小 学 校 1 184 軽 米

中 学 校 1 178 軽 米

小 学 校 1 33 長 興 寺

中 学 校 1 122 九 戸

幼 稚 園 3 253

こ ど も 園 18 1,119

保 育 所 32 1,547

小 学 校 97 20,456

中 学 校 44 9,363

高 等 学 校 18 1,123

特 別 支 援 3 66

校
　なし

加盟 園 （統合等に る ）

7 273

26 5,603

小 学 校 9 3,190

保 育 所 9 317

中 学 校 6 1,629

15 2,662

4 583

・奥州市立江刺第一中学校
学校事 に る 校

加盟学校を してい い
　・平泉町　・金ケ崎町　・大槌町　・洋野町　・西和賀町　

加盟校・園
　・滝沢市保育協会　川前保育園　

　・北上市立飯豊中学校　　・盛岡市立玉山中学校

  ・野田村　・普代村 　・田野畑村　

　・岩手県立平舘高等学校

　・盛岡市立北松園小学校　盛岡市立玉山小学校

・盛岡市立きたくり保育園（民営化）

・岩手町立川口中学校

九 戸 2 155

3 1,191

215 33,927

戸 3 381

2 362

市

市

大 市

市

二 市

一

北上市

一

市

市

市

田

陸前高田市

市

田

盛岡市

市

市

普代村

金ヶ崎町

平泉町

大槌町

野田村

田野畑村

西和賀町

との加盟の

加盟校・園ともに い

小中学校の とんどが加盟している

1校（園） 数 が加盟している

一円玉募金（青少年赤十字活動資金）協力校

※ゴシックは複数回寄付をいただいた学校

合 計 ３４２，０４１円

保育所・幼稚園 小学校 中学校 高等学校・支援学校

（令和５年３月１０日現在）

あづま幼稚園 河北小学校 篠木小学校 九戸中学校 大船渡高等学校

なでしこ こども園保護者会 本宮小学校 城南小学校 下橋中学校 盛岡聴覚支援学校

あかあきこども園 沼宮内小学校 遠野北小学校 安代中学校 専大北上高等学校

北上市立大通り保育園 青笹小学校 厨川小学校 小屋瀬中学校

都南幼稚園 滝沢中央小学校 中野小学校 仙北中学校

北上市立二子保育園 煙山小学校 広田小学校

北上市立南保育園 向中野小学校 杜陵小学校 姥屋敷小中学校

北上市立口内保育園 鵜飼小学校

北上市立鳩岡崎保育園 葛巻小学校 緑が丘小学校

陸前高田市立気仙保育所 不動小学校

北上市立江釣子保育園 太田小学校

盛岡市立好摩幼稚園 猪川小学校

陸前高田市立小友保育所 江刈小学校

3

一本木小学校

13 22 6

※令和３年から幼稚園と認定こども園を分けて表示した。

※園児・児童・生徒の数が減少傾向にあり、加盟しているメンバー数の減少が大幅に減少した。学校の統廃合

保育園の民営化が進んでいるため加盟校数に減少傾向が見られる。

青少年赤十字

の実践目標の

一つ「国際理

解・親善」の

一環として、

青少年赤十字

メンバーが集

めた青少年赤

十字活動資金

（通称：一円

玉募金）を財

源として実施

される海外へ

の支援事業。

令和２年度か

らネパールと

バヌアツを支

援する第二次

３か年計画が

始まり今年度

で終了する。

青少年赤十字

海外支援事業

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

平成25 平成26 平成27 平成28 平成29 平成30 令和１ 令和２ 令和３ 令和４

青少年赤十字加盟校（園）の推移

幼稚園 保育所 こども園 小学校 中学校 高等学校 特別支援学校

メンバー数

34,941名
メンバー数

35,520
メンバー数

34,219名
メンバー数

34,225名
メンバー数

31,936
メンバー数

33,659
メンバー数

35,066名
メンバー数

35,037名
メンバー数

33,927名
メンバー数

32,807
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５ 国際活動 
日の国際 を ると、 として、戦争 民 ・ 等の対 による 紛争が生 ており、多くの難

民 避難民が 生している。また、 の 動 境 が及 す 害による被 者も多く 生してい

る。 

このような国際 に に対応するため、日本赤十字社では人道危機に対する緊急救援から復 ・

、 までの中・ 期 な り を している。 

本 支部としても、 年 と で実施している 海外たすけ い の募金 海外救援金の募金

を受け付け、また、支部国際活動 事 に活動資金支援 員 などの支援を行 ている。 

 

（１） 社の活動  

 4年度支部国際活動 事  

 
事 対 国 事 名 

１ ン ラ シ  支援事  

２ ラ ス 救急 及支援事  

３ ール 年赤十字海外支援事  

４ ア  年赤十字海外支援事  

５ インド シア コ ニ 化事  

６ ール コ ニ 化事  

７ ン シリア難民等 生 支援事  

 ア ア・  ・ 生 害対応キ ト 事  

 南スー ン 国 紛争 者支援事  

１  東アフリ  地 化事  

１１ 南部アフリ  対 事  

１２ ル ン  動等 リ ンス 化事  

１３ アフ ニス ン 動対 事  

 

② 4年度 支部 額 

4年度支部国際活動 事 のう 、 救急 及支援事 年赤十字海外支援事 に い

て、 1 ロ ク支部として 600 円（各 支部社資実 額に応 て 分）の支援を行 た。 

 

国 名 支援事  支援金額  

ラ ス 救急 及支援事  318,000 円  

ール 年赤十字海外支援事  0 円 
ール赤の事 により活動

 

ア  年赤十字海外支援事  318,000 円  

  636,000 円  

 

 

 

救急 及支援事  

 ラ スは、 は近 国と ても めて い状況で る。2015 年時 の人 1,000 人 たりの

数は 0.272 人で り、 の 1.804 人を く ている。地 民が 分た で応急 を実施

で るようにすることが に となる。日赤は、2019 年 10 月からラ ス赤が行う救急 及事 に対して、

支援 資機 支援等をは め、 者のスキルア のための の支援等を行 ている。 

年赤十字海外支援事  

ア 赤十字社は 害リスク の が く、 ア との連 も に

行 れてる。日赤は、2017年度から支援を し、 との 支援地 における の を  

し、さらなる の 及のために 2020年度から ２ 事 を している。 

 

（２）支部の 員  

年、 １ ロ ク支部 で を行い、救急 等 員の を行 ている。 ４年度の は、

支部から した。 

 

期間  者 

5年 2月 18日～25日 ラ ス人民民 国 赤十字救急 員 1名 

 

 

 

 

（３）海外救援金等受付状況 （ ４年度実  支部 い分の ） 

海外たすけ い 

 NHK と して実施する募金キ ン ーンで、 58 年から 年 12 月に して実施している。

各地での紛争、 害、 に し でいる人びとを支援する活動に てられている。 

救援金名 受付期間 件 数 金 額 

海外たすけ い R４.12.1～R４.12.25 652件 783,522円 
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救急 及支援事  

 ラ スは、 は近 国と ても めて い状況で る。2015 年時 の人 1,000 人 たりの

数は 0.272 人で り、 の 1.804 人を く ている。地 民が 分た で応急 を実施

で るようにすることが に となる。日赤は、2019 年 10 月からラ ス赤が行う救急 及事 に対して、

支援 資機 支援等をは め、 者のスキルア のための の支援等を行 ている。 

年赤十字海外支援事  

ア 赤十字社は 害リスク の が く、 ア との連 も に

行 れてる。日赤は、2017年度から支援を し、 との 支援地 における の を  

し、さらなる の 及のために 2020年度から ２ 事 を している。 

 

（２）支部の 員  

年、 １ ロ ク支部 で を行い、救急 等 員の を行 ている。 ４年度の は、

支部から した。 

 

期間  者 

5年 2月 18日～25日 ラ ス人民民 国 赤十字救急 員 1名 

 

 

 

 

（３）海外救援金等受付状況 （ ４年度実  支部 い分の ） 

海外たすけ い 

 NHK と して実施する募金キ ン ーンで、 58 年から 年 12 月に して実施している。

各地での紛争、 害、 に し でいる人びとを支援する活動に てられている。 

救援金名 受付期間 件 数 金 額 

海外たすけ い R４.12.1～R４.12.25 652件 783,522円 
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②ウクライナ人道危機救援金

ウクライナ各地で激化している戦闘により、多くの市民が緊張と不安の中で過ごしている。子どもを含む

市民の死傷者が数多く報告され、市民生活に不可欠なインフラにも被害が出ています。また、紛争の被害

を恐れ、多くの人びとが、周辺国（ポーランド、ルーマニア、スロヴァキア等）に避難している。

この状況を受け、日本赤十字社は、赤十字国際委員会、国際赤十字・赤新月社連盟、各国赤十字社

が実施するウクライナでの人道危機対応及びウクライナからの避難民を受け入れる周辺国とその他の国々

における救援活動を支援するため、海外救援金を募集している。

救援金名 受付期間 件 数 金 額（R4年度末現在）

ウクライナ人道危機救援金 R４.3.2～R6.3.31 254件   ２１，１７３，３６６円

③2023 年トルコ・シリア地震救援金

2023 年 2 月 6 日（月）現地時間午前 4 時 17 分、トルコ南東部のシリアとの国境付近を震源とする地

震とその余震により、トルコ南東部及びシリア北西部において多数の死傷者が報告された。

こうした事態に対し、日本赤十字社は、国際赤十字・赤新月社連盟および赤十字国際委員会の緊急

救援アピール等に対する資金援助、トルコ赤新月社並びにシリア赤新月社による救援活動・復興支援、

日本赤十字社による救援・復興支援等行うため、海外救援金を募集している。

救援金名 受付期間 件 数 金 額（R4年度末現在）

2023年トルコ・シリア地震救援金 R4.2.6～R5.5.31 61件 ２，５７７，１２７円
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令和 年度 令和 年度 令和 年度 令和 年度 令和 年度 令和 年度 令和 年度 令和 年度 令和 年度 令和 年度 令和 年度 令和 年度

(6.6) (6.2) (3.9) (12.7) (15.7) (14.0) (1.2) (1.2) (0.7)
2,399 2,251 1,428 3,077 3,788 3,409 283 282 173
(0.0) (0.0) (13.4) (14.4) (10.3) (0.2) (0.1) (0.1)

0 0 631 648 472 9 3 3
(5.8) (5.8) (6.1) (11.9) (12.5) (12.7) (0.9) (0.9) (0.9)

2,113 2,128 2,211 2,890 3,026 3,097 225 226 223
(40.4) (33.1) (34.8) (16.8) (18.3) (20.1) (0.9) (1.1) (1.2)

14,761 12,070 12,710 4,062 4,429 4,882 217 259 294
(4.4) (4.6) (4.8) (11.5) (9.2) (9.8) (1.7) (1.5) (1.8)

1,607 1,674 1,764 1,682 1,310 1,447 242 209 265
(19.5) (17.2) (18.7) (32.8) (34.6) (32.4) (5.6) (5.8) (5.9)
7,118 6,292 6,837 7,946 8,375 7,869 1,356 1,414 1,424
(14.8) (12.7) (13.2) (27.0) (27.3) (27.3) (2.0) (2.1) (2.3)
5,394 4,633 4,819 6,523 6,606 6,640 486 506 566
(12.7) (14.5) (11.5) (35.1) (34.1) (35.0) (7.7) (7.8) (8.5) (4.9) (4.4) (4.3)
4,650 5,278 4,212 8,502 8,256 8,497 1,854 1,882 2,063 1,185 1,068 1,058
(20.2) (20.8) (18.3) (39.3) (37.9) (38.3) (2.9) (2.8) (3.1) (2.5) (2.5) (2.7)
7,379 7,609 6,678 9,516 9,183 9,304 692 681 764 595 602 651
(0.2) (0.3) (0.2) (2.4) (7.2) (6.7) (0.8) (2.3) (1.7)

86 115 73 355 351 329 109 111 83
(31.8) (33.1) (27.7) (42.8) (43.5) (38.5) (6.2) (4.8) (5.1)

11,612 12,077 10,125 8,212 8,398 7,594 1,185 1,136 1,009
(12.0) (11.0) (10.3) (15.8) (15.8) (20.1) (2.8) (2.8) (4.8) (0.8) (0.8) (0.8)
4,387 4,003 3,746 3,823 3,728 4,880 689 681 1,172 184 196 183
(0.7) (0.3) (0.8) (25.9) (26.5) (25.5) (1.8) (1.8) (1.7)
240 209 292 6,277 6,409 6,200 439 441 401

(13.7) (12.5) (11.3) (69.1) (67.1) (66.3) (2.9) (3.1) (2.7)
4,984 4,576 4,125 16,717 16,245 16,119 704 758 655
(37.6) (32.1) (28.1) (89.5) (89.2) (89.2) (6.7) (6.8) (6.2) (3.0) (3.2) (2.9)

13,742 11,728 10,271 21,670 21,583 21,679 1,617 1,644 1,499 734 776 711
(0.0) (0.0) (0.0) (6.9) (8.0) (9.5) (0.0) (0.5) (0.3)

0 0 0 669 1,422 1,843 2 86 67
(4.2) (3.4) (3.0) (18.1) (15.2) (17.5) (3.4) (3.0) (4.5)

1,535 1,245 1,108 4,385 3,667 4,255 811 727 1,084
(0.0) (0.0) (0.3) (44.7) (44.3) (41.7) (2.2) (2.1) (1.9)

5 9 123 10,812 10,713 10,133 530 517 456
(0.0) (0.0) (0.0) (5.6) (5.1) (5.6) (0.1) (0.1) (0.2)

0 0 0 538 500 548 12 10 19
(0.0) (0.0) (0.0) (19.2) (13.2) (10.0) (0.0) (0.0) (0.0)

0 0 9 4,642 3170 2,430 0 0 0
(14.4) (13.6) (9.9) (1.5) (1.2) (1.1) (0.5) (0.4) (0.3)
5,257 4,965 3,612 225 174 169 70 53 42

(6.9) (6.1) (5.8)
1,675 1,485 1,427

(239.1) (221.5) (203.1) (508.9) (504.1) (501.2) (47.7) (48.0) (50.5) (18.1) (17.0) 16.5
87,269 80,862 74,143 123,154 121,981 121,796 11,532 11,626 12,262 4,373 4,127 4,030

合 診 療

精 神

神 経 内

健　診　部

　 　

リハビリテー
ション

緩和ケア

外

内

内

内

内

（　　）内 日

合

外

産 婦 人

整 外

神 経 外

健 診 受診数入　院　患　者　数 外　来　患　者　数 外来新患延 数（再掲）
令和２年度 令和 年度 令和４年度

受 診 者 数 734 776 711

精 者 数 76 93 68

精 受 診 者 数 15 33 27

者 数 1 0 0

受 診 者 数 595 602 651

精 者 数 78 67 68

精 受 診 者 数 37 35 43

者 数 1 0 0

受 診 者 数 274 277 286

精 者 数 98 125 116

者 数 1 1 1

受 診 者 数 322 290 284

精 者 数 143 126 117

者 数 0 2 3

受 診 者 数 184 196 183

精 者 数 29 60 70

受 診 者 数 770 734 691

精 者 数 232 94 198

者 数 0 2 0

受 診 者 数 587 468 459

者 数 1 0 0

受 診 者 数 0 0 0

者 数 0 0 0

受 診 者 数 3,456 3,260 3,922

受 診 者 数 1,185 1,061 1,058

受 診 者 数 4,626 3,793 4,013

受 診 者 数 570 547 547

精 者 数 0 0 0
診 （ ）

人 健診（ 会 ）

健 診
職 健 診

1 日 人 ク

診

健 診 （ 学 ）

健 診 （ 受 診 ）

妊 産 婦 健 診 （ 受 診 ）

ク

部業務内容 実績表

健診部活 　　　　　　　　　　　　（ ：人）

診

・ 状 診

１ 人 ク
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令和２年度 令和 年度 令和４年度

受 診 者 数 734 776 711

精 者 数 76 93 68

精 受 診 者 数 15 33 27

者 数 1 0 0

受 診 者 数 595 602 651

精 者 数 78 67 68

精 受 診 者 数 37 35 43

者 数 1 0 0

受 診 者 数 274 277 286

精 者 数 98 125 116

者 数 1 1 1

受 診 者 数 322 290 284

精 者 数 143 126 117

者 数 0 2 3

受 診 者 数 184 196 183

精 者 数 29 60 70

受 診 者 数 770 734 691

精 者 数 232 94 198

者 数 0 2 0

受 診 者 数 587 468 459

者 数 1 0 0

受 診 者 数 0 0 0

者 数 0 0 0

受 診 者 数 3,456 3,260 3,922

受 診 者 数 1,185 1,061 1,058

受 診 者 数 4,626 3,793 4,013

受 診 者 数 570 547 547

精 者 数 0 0 0
診 （ ）

人 健診（ 会 ）

健 診
職 健 診

1 日 人 ク

診

健 診 （ 学 ）

健 診 （ 受 診 ）

妊 産 婦 健 診 （ 受 診 ）

ク

部業務内容 実績表

健診部活 　　　　　　　　　　　　（ ：人）

診

・ 状 診

１ 人 ク
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実人員 4 人 実件数 延件数

換算人員 3 人 337 694

実人員 6 人 24 98

換算人員 5.4 人 222 472

55 111

1,675 6,030

実件数 184 476

年度実件数 2,145 8 19

継続実件数 10 14 69

入院 1,814 100 242

外来 331 12 22

年度延件数 年度延件数 9,201 11 36

医師 52 7 13

看護職 1,910 48 137

リハビリ職 0 本人 817

その他院内職員 12 家族 779

本人 42 友人･知人 12

家族・親戚縁者 31 本人 72

院外関係機関 92 家族 988

近隣者・知人 0 友人･知人 2

医療チーム 0 家庭 0

ソーシャルワーカー 7 その他 0

受診前 15 8

外　来 292 3,090

入院前 31 83

入院中 1,773 5,246

その他 35 742

独居 156

経済困窮 26

32

13

精神疾患 50

認知症 173

2

自殺企図 2

無保険 0 2,457

身元不明 1 35

ホームレス 0 0

外国人 0 0

3 215

0

看護師 1 1

その他 2 1

相談担当者
職種および
人数

新規ケース
の紹介経路

区分

MSW（再掲：社会福祉士）

精神保健福祉士（PSW）

家庭内暴力・虐待

ハイリスク妊産婦

家族疎遠・身寄りなし

社会的背景

介入の時期

取扱件数

身元保証・権利擁護

新規実件数

区分

援助内容

電話

受診・受療

経済的問題

制度活用

入院療養生活

退院支援

在宅療養・介護

医療者との関係

死後対応

その他

家族関係

日常生活

医療社会事業部業務内容実績表
（令和４年度 相談援護関係実施状況）

１　入退院支援部門の人員配置

２　相談救護関係の実施状況

社会福祉士

看護師

就労・就学

援助方法

チーム医療

(院内職種のみ)

(院外職種含む)

(院内職種のみ)

(院外職種含む)

面談

カンファレンス

認知症ケアチーム

合同カンファレンス

虐待対応チーム

倫理コンサルテーションチーム

緩和ケアチーム

連絡調整・院外：その他

その他

合同カンファレンス

リエゾンチーム

カンファレンス

21

訪問

同行・同伴・代行

連絡調整・院内

患者サポートチーム

36

650

28

退院支援チーム

連絡調整・院外：面会

連絡調整・院外：電話

献血申込者数

48,065人

献血できなかった方

4,961人

全血献血 ２００ｍＬ換算 成分献血

30,585人 59,903本 12,519人

献血者数

43,104人

日本赤十字社 東北ブロック血液センター　＜検査および製品化＞

岩手県内の医療機関へ供給

　　　　全血製剤 　　　赤血球製剤 　　　　血漿製剤 　　　血小板製剤

200mL 200mL 1,052本 200mL 8本 成分 7,628本

400mL 400mL 28,707本 400mL 6,853本 ２００ｍＬ換算 75,880本

２００ｍＬ換算 ２００ｍＬ換算 58,466本 成分 552本

２００ｍＬ換算 15,922本

29,318人 8,291人 4,228人1,267人

２００ｍＬ献血 ４００ｍＬ献血 血漿献血 血小板献血
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実人員 4 人 実件数 延件数

換算人員 3 人 337 694

実人員 6 人 24 98

換算人員 5.4 人 222 472

55 111

1,675 6,030

実件数 184 476

年度実件数 2,145 8 19

継続実件数 10 14 69

入院 1,814 100 242

外来 331 12 22

年度延件数 年度延件数 9,201 11 36

医師 52 7 13

看護職 1,910 48 137

リハビリ職 0 本人 817

その他院内職員 12 家族 779

本人 42 友人･知人 12

家族・親戚縁者 31 本人 72

院外関係機関 92 家族 988

近隣者・知人 0 友人･知人 2

医療チーム 0 家庭 0

ソーシャルワーカー 7 その他 0

受診前 15 8

外　来 292 3,090

入院前 31 83

入院中 1,773 5,246

その他 35 742

独居 156

経済困窮 26

32

13

精神疾患 50

認知症 173

2

自殺企図 2

無保険 0 2,457

身元不明 1 35

ホームレス 0 0

外国人 0 0

3 215

0

看護師 1 1

その他 2 1

相談担当者
職種および
人数

新規ケース
の紹介経路

区分

MSW（再掲：社会福祉士）

精神保健福祉士（PSW）

家庭内暴力・虐待

ハイリスク妊産婦

家族疎遠・身寄りなし

社会的背景

介入の時期

取扱件数

身元保証・権利擁護

新規実件数

区分

援助内容

電話

受診・受療

経済的問題

制度活用

入院療養生活

退院支援

在宅療養・介護

医療者との関係

死後対応

その他

家族関係

日常生活

医療社会事業部業務内容実績表
（令和４年度 相談援護関係実施状況）

１　入退院支援部門の人員配置

２　相談救護関係の実施状況

社会福祉士

看護師

就労・就学

援助方法

チーム医療

(院内職種のみ)

(院外職種含む)

(院内職種のみ)

(院外職種含む)

面談

カンファレンス

認知症ケアチーム

合同カンファレンス

虐待対応チーム

倫理コンサルテーションチーム

緩和ケアチーム

連絡調整・院外：その他

その他

合同カンファレンス

リエゾンチーム

カンファレンス

21

訪問

同行・同伴・代行

連絡調整・院内

患者サポートチーム

36

650

28

退院支援チーム

連絡調整・院外：面会

連絡調整・院外：電話

献血申込者数

48,065人

献血できなかった方

4,961人

全血献血 ２００ｍＬ換算 成分献血

30,585人 59,903本 12,519人

献血者数

43,104人

日本赤十字社 東北ブロック血液センター　＜検査および製品化＞

岩手県内の医療機関へ供給

　　　　全血製剤 　　　赤血球製剤 　　　　血漿製剤 　　　血小板製剤

200mL 200mL 1,052本 200mL 8本 成分 7,628本

400mL 400mL 28,707本 400mL 6,853本 ２００ｍＬ換算 75,880本

２００ｍＬ換算 ２００ｍＬ換算 58,466本 成分 552本

２００ｍＬ換算 15,922本

29,318人 8,291人 4,228人1,267人

２００ｍＬ献血 ４００ｍＬ献血 血漿献血 血小板献血
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会 ・ 金

会 ・ 概要

赤十字 の をより にするため、 ５月を赤十字会 月 とし 、地区・

分区役 ・地 ・有功会な の赤十字 者の と を 、 金の

を実施するとともに赤十字 の 及を図った。 た、赤十字会 の

者 には、 ２ 、 を するな を 、 事業 の 進を図るとともに、

金の を し 金 に めた。

和 は、 金が を５ ったものの、地区分区 の 金が

市 った と を る となった。 コロナウイルス感染症 ウ イ

ナ による による の した 、 にある 金の

に 、 に する とが ある。

日赤 会 会 の 和５ 月 日

会
会 会

和 金 実施

区 分 実 達

金

金

地区・分区にお る会 の 及び赤十字事業の進展を図るため、次のとおり 会を開催した。

開催日 場所
参加

主な

地区・分区

及び事 者 会

月 日 盛岡地区 庁舎
・ 事業の
・赤十字事業の概要
・ 和 事業
・赤十字 金
・地区分区事
・表彰事
・ 金、 金
・ の
・赤十字 の
・赤十字 、 ナー

月 日 釜石市民ホール

月 日 地区 庁舎

月 日 地区 庁舎
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会 ・ 金

会 ・ 概要

赤十字 の をより にするため、 ５月を赤十字会 月 とし 、地区・

分区役 ・地 ・有功会な の赤十字 者の と を 、 金の

を実施するとともに赤十字 の 及を図った。 た、赤十字会 の

者 には、 ２ 、 を するな を 、 事業 の 進を図るとともに、

金の を し 金 に めた。

和 は、 金が を５ ったものの、地区分区 の 金が

市 った と を る となった。 コロナウイルス感染症 ウ イ

ナ による による の した 、 にある 金の

に 、 に する とが ある。

日赤 会 会 の 和５ 月 日

会
会 会

和 金 実施

区 分 実 達

金

金

地区・分区にお る会 の 及び赤十字事業の進展を図るため、次のとおり 会を開催した。

開催日 場所
参加

主な

地区・分区

及び事 者 会

月 日 盛岡地区 庁舎
・ 事業の
・赤十字事業の概要
・ 和 事業
・赤十字 金
・地区分区事
・表彰事
・ 金、 金
・ の
・赤十字 の
・赤十字 、 ナー

月 日 釜石市民ホール

月 日 地区 庁舎

月 日 地区 庁舎
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和 和２ 和 和

実

達

の 金

目標額 実績額 達成率

は日赤 新 寄付金の があったため、 が 加し る と。

贈・ 寄付の 進

、 贈 による寄付 、 寄付 が により した による寄付 によ

り、 分が た を 会に役 た 、 の を 会に役 し と し が

おり、 のよ な し に に るよ 和 月 日に 会と

を した。 の 、 会との 催 次 会 ナー を次の

とおり開催し、 贈・ 寄付の に た り を実施した。

開催日 場所 参加

月１日 ー による ・

日 赤十字 の に２月 日 ール盛岡

・ 業との ー ナー 進

赤十字事業 の 進、 金 を とし 、 のとおり 及び の

を り なが 業 を実施した。

ア 業

実

イ の

和 は２者 との を した。

ア にお る に する

町 月 日

が 、 は する がある場 の 所 する 者及び 業

にあたる日 赤十字 赤十字 ア の を とし 。

イ ー ナー に る事業 に する

会 盛岡 盛岡市 市 ２月 日

な と による 会 を 進し、地 会の に 、

の ・ を 、 な 会 りに り ため、 に実施する事

業を にし に 進する とを とし 。

の 石あ っ の 進イ

ウ 赤十字寄付金付 の  
 和 に 会 を に赤十字寄付金付  

の が 60 となっ おり 実に の が がっ  
る。赤十字 ー がより 民の に る 会を し、  
金の と の意 の を図る。  
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和 和２ 和 和

実

達

の 金

目標額 実績額 達成率

は日赤 新 寄付金の があったため、 が 加し る と。

贈・ 寄付の 進

、 贈 による寄付 、 寄付 が により した による寄付 によ

り、 分が た を 会に役 た 、 の を 会に役 し と し が

おり、 のよ な し に に るよ 和 月 日に 会と

を した。 の 、 会との 催 次 会 ナー を次の

とおり開催し、 贈・ 寄付の に た り を実施した。

開催日 場所 参加

月１日 ー による ・

日 赤十字 の に２月 日 ール盛岡

・ 業との ー ナー 進

赤十字事業 の 進、 金 を とし 、 のとおり 及び の

を り なが 業 を実施した。

ア 業

実

イ の

和 は２者 との を した。

ア にお る に する

町 月 日

が 、 は する がある場 の 所 する 者及び 業

にあたる日 赤十字 赤十字 ア の を とし 。

イ ー ナー に る事業 に する

会 盛岡 盛岡市 市 ２月 日

な と による 会 を 進し、地 会の に 、

の ・ を 、 な 会 りに り ため、 に実施する事

業を にし に 進する とを とし 。

の 石あ っ の 進イ

ウ 赤十字寄付金付 の  
 和 に 会 を に赤十字寄付金付  

の が 60 となっ おり 実に の が がっ  
る。赤十字 ー がより 民の に る 会を し、  
金の と の意 の を図る。  
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表彰概要

有功章等贈与規則により表彰を実施し、寄付者及び功労者に感謝の意を伝達した。

ア 全国赤十字大会

全国赤十字大会は新型コロナウイルス感染症の影響により５月 日に縮小開催となったが、赤十

字事業の進展を図るため、寄付者及び功労者とともに参会した。

イ 地区・分区主催の表彰伝達式

寄付者及び功労者に感謝の意を表すため、次のとおり地区・分区主催の表彰伝達式に参加した。

開催日 主催 場所

６月１日 金ヶ崎町分区 金ヶ崎町役場

月 日 盛岡市地区 盛岡市役所

月１日 大槌町分区 大槌町役場

月 日 花巻市地区 東和温泉

月 日 遠野市地区 遠野市役所とぴあ庁舎

月２日 釜石市地区 釜石市民ホール

盛岡市 釜石市
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表彰概要

有功章等贈与規則により表彰を実施し、寄付者及び功労者に感謝の意を伝達した。

ア 全国赤十字大会

全国赤十字大会は新型コロナウイルス感染症の影響により５月 日に縮小開催となったが、赤十

字事業の進展を図るため、寄付者及び功労者とともに参会した。

イ 地区・分区主催の表彰伝達式

寄付者及び功労者に感謝の意を表すため、次のとおり地区・分区主催の表彰伝達式に参加した。

開催日 主催 場所

６月１日 金ヶ崎町分区 金ヶ崎町役場

月 日 盛岡市地区 盛岡市役所

月１日 大槌町分区 大槌町役場

月 日 花巻市地区 東和温泉

月 日 遠野市地区 遠野市役所とぴあ庁舎

月２日 釜石市地区 釜石市民ホール

盛岡市 釜石市

295 342 169

有功章贈与規則による表彰一覧表
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10　 員会の

　 　 　　 　　 　　 　　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

9 660

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

9 9  
 

 
 

 
 

岩手県支部有功会連合会 

有功会名 会長名 加盟数 設置年月日 

県支部有功会連合会 齊藤 洋美 9 昭和 63年 3月 14日 

 

地区分区有功会名簿 

有功会名  会 長 名 会員数  設置年月日 

1 盛 岡 市 地 区 春山 一男 76 昭和 62年 10月 26日 

2 遠 野 市 地 区 佐々木 達郎 135 昭和 51年 4月 19日 

3 奥 州 市 地 区 熊谷 孝一 36 平成 18年 7月 24日 

4 北 上 市 地 区 髙橋 祥元 112 昭和 55年 2月 1日 

5 二  戸  地  区 山崎 雄一 11 昭和 60年 10月 18日 

6 陸前高田市地区 鈴木 康文 24 昭和 62年 1月 24日 

7 大 船 渡 市 地 区 大和田 恭子 145 昭和 63年 11月 21日 

8 花 巻 市 地 区 齊藤 洋美 61 平成 1年 3月 29日 

9 二 戸 市 地 区 國分 敏彦 29 平成 10年 11月 6日 

  計  9地区   629   
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10　 員会の

　 　 　　 　　 　　 　　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

9 660

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

9 9  
 

 
 

 
 

岩手県支部有功会連合会 

有功会名 会長名 加盟数 設置年月日 

県支部有功会連合会 齊藤 洋美 9 昭和 63年 3月 14日 

 

地区分区有功会名簿 

有功会名  会 長 名 会員数  設置年月日 

1 盛 岡 市 地 区 春山 一男 76 昭和 62年 10月 26日 

2 遠 野 市 地 区 佐々木 達郎 135 昭和 51年 4月 19日 

3 奥 州 市 地 区 熊谷 孝一 36 平成 18年 7月 24日 

4 北 上 市 地 区 髙橋 祥元 112 昭和 55年 2月 1日 

5 二  戸  地  区 山崎 雄一 11 昭和 60年 10月 18日 

6 陸前高田市地区 鈴木 康文 24 昭和 62年 1月 24日 

7 大 船 渡 市 地 区 大和田 恭子 145 昭和 63年 11月 21日 

8 花 巻 市 地 区 齊藤 洋美 61 平成 1年 3月 29日 

9 二 戸 市 地 区 國分 敏彦 29 平成 10年 11月 6日 

  計  9地区   629   
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役 員 名 氏 名 職 業 名 （ 出 ）

部 長 達 増 也 岩 手 県 知 事

副 部 長 藤 裕 明 盛 岡 長

野原 岩手県企画理事兼保健 部長

本社 理事・ 員 志

員 石 健 正

藤 美

木戸口

員 十文字 悦 子

三 千 子

彦

員 藤原 岩手日報社 務 役 役員総務 長 部 長

鎌 田 樹 岩手放 役会長 部 長

石 健 正 岩手 役 務 役員 部長

志 岩手県 部有 会 合会 盛岡

小枝 夫 盛岡

十文字 悦 子 盛岡 赤十字 員 盛岡

長 雅 彦 業

中村 和 司 大船 赤十字 員長 大船

藤 美 岩手県 部有 会 合会会長

菅原 子 上 赤十字 員長 上

木戸口 久 赤十字 事務 長 久

菅原 直 徳 岩手県 部 野 有 会理事 野

山 一 社会 会会長 一

三 千 子 一 赤十字 員長 一

泉 進 業 高田

佐々木 石 社会 会 務理事兼事務 長 石

彦 二戸 会 員・岩手県 部二戸 有 会会長 二 戸

佐々木 幸 雄 平 赤十字 員長 平

孝 一 岩手県 部奥州 有 会会長 奥州

鈴木 明 夫 岩手県 部奥州 有 会副会長 奥州

業

子 久 石 長 盛 岡

鈴木 重 長 盛 岡

高橋 長 盛 岡

内 和 彦 西 和 長 上

高橋 寛 ケ 長

木 幸 保 平 泉 長 一

神 田 一 田 長 大船

平野 三 大 長 石

佐藤 山 田 長

岡本 正 野 長 久

山 裕 康 戸 村 長 二 戸

日本赤十字社岩手県 部役員 員名
（令和５年４月１日現在）

（ 員 令和４年 月 日 令和 年 月 日）
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（1）　一般会計歳入歳出決算報告（日本赤十字社岩手県支部）

190,033,129 円

14,525,697 円

3,329,665 円

2,500,000 円

4,150,224 円

14,884,147 円

229,422,862 円

災害義援金 22,054,378 円
災害救護訓練への参加
救護装備の整備
救援物資の整備

救急法等講習の普及 25,760,596 円
講習資材の整備
青少年赤十字の普及

国際救援活動、国際開発協力 3,965,665 円
海外救援金

5,829,665 円

33,336,703 円

広報活動の促進 42,672,616 円
活動資金募集及び会員管理

医療施設基盤整備 150,000 円
血液事業普及整備
社会福祉施設基盤整備

16,696,542 円

36,203,750 円

26,535,519 円

16,217,428 円

229,422,862 円歳　　出　　合　　計

歳　　入　　合　　計

8　積立金支出

11　翌年度繰越金

4　指定事業地方振興費

5　地区分区交付金支出 市町村での赤十字事業の促進

6　社業振興費

7　基盤整備交付金
　・補助金支出

9　業務管理運営費等

10　本社送納金支出

1　災害救護事業費

救護班関係装備品整備

5　雑収入

6　前年度繰越金

2　社会活動費

3　繰入金収入

11　決算概要

1　社資収入

2　補助金及び交付金収入
一
般
会
計
　
（

歳
入
）

一
般
会
計
　
（

歳
出
）

3　国際活動費

4　資産収入
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7,453,393,385 8,448,450,646

1,262,731,608 43,275,631

186,968 93,477,267

1,160,680 4,430,163

-192,871

128,031,805

8,717,472,641 8,717,472,641

　　 　　 　　 　　

219,739,760 197,657,567

319,000 10,017,846

5,957,485 14,580,552

付 774,000 154,000

166,040 28,089,705

33,011,397

41,161,462

301,129,144 250,499,670

500,555,895 403,886,495

付 391,224 29,587,845

5,068,272 76,790,701

1,904 27,826,000

705,600 190,300

49,124,569 4,885,920

96,796,289 17,480,186

652,643,753 560,647,447

953,772,897 811,147,117

（ 年 ）

　　　日赤岩手

　　　日赤

日赤岩手 日赤

　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　 　　　　　　　　　

（ ）　社会 施設 会計 報

赤十字（ ）　 施設 会計 報

　　　　　　　　　

　　　　　　

　　　　　　　　　

　　　　　　

付　　録
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決　　算　　額 決　　算　　額

円 円

7,453,393,385 8,448,450,646

1,262,731,608 43,275,631

186,968 93,477,267

1,160,680 4,430,163

-192,871

128,031,805

8,717,472,641 8,717,472,641

決　　算　　額 決　　算　　額

円 円

措 置 費 収 入 219,739,760 人 件 費 支 出 197,657,567

補 助 金 事 業 収 入 319,000 事 務 費 10,017,846

受 託 収 入 5,957,485 事 業 費 14,580,552

寄 付 金 収 入 774,000 固 定 資 産 取 得 支 出 154,000

他 会 計 繰 入 金 収 入 166,040 そ の 他 の 支 出 28,089,705

そ の 他 収 入 33,011,397

前 年 度 繰 越 金 41,161,462

小 計 301,129,144 小 計 250,499,670

円 円

介 護 保 険 事 業 収 入 500,555,895 人 件 費 支 出 403,886,495

寄 付 金 収 入 391,224 事 務 費 29,587,845

補 助 金 収 入 5,068,272 事 業 費 76,790,701

受 取 利 息配 当金 収入 1,904 借 入 金 償 還 支 出 27,826,000

他 会 計 繰 入 金 収 入 705,600 固定資産取得・除却 支出 190,300

そ の 他 の 収 入 49,124,569
ファイナンス・リース債務返
済 支 出

4,885,920

前 年 度 繰 越 金 96,796,289 そ の 他 支 出 17,480,186

小 計 652,643,753 小 計 560,647,447

953,772,897 811,147,117

歳入歳出差引額 142,625,780円 （翌年度繰越金）

　　　日赤岩手乳児院 50,629,474円

　　　日赤鶯鳴荘 91,996,306円

歳 入 合 計 歳 出 合 計

日赤岩手乳児院・日赤鶯鳴荘

日赤岩手乳児院分

科　　　　　　目科　　　　　　目

歳　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　出

（3）　社会福祉施設特別会計歳入歳出決算報告

日赤鶯鳴荘分

盛岡赤十字病院（2）　医療施設特別会計歳入歳出決算報告

歳　　　　　　　　　入

科　　　　　　目

歳　　　　　　　　　出

科　　　　　　目

歳 入 合 計

医 業 収 益

医 業 外 収 益

医 療 社 会 事 業 収 益

特 別 収 益

歳 出 合 計

医 業 費 用

医 業 外 費 用

医 療 奉 仕 費 用

特 別 損 失

法 人 税 等

当 期 利 益 剰 余 金 付　　録





日本赤十字社 ー ン

人 の 人

赤十字の 本原 ー

・人 ・ 平・中 ・ ・ ・ 一・ 赤十字・赤 月社 社

１ １

明 年（ ） 月 日・・・日本赤十字社岩手 員部 護

明 年（ ） 月 日・・・日本赤十字社岩手 部 線

和 年（ ） 月 日・・・日本赤十字社岩手県 部 護

年

会員 人 人 （令和 年 ）

人 社

員 人 （ 員 人） １１ 医療事業

４ 役 員 （令和５年４月１日現在） 病 院 1

部長 達増 也 病 総 令和４年 ）

副 部長 藤裕明 野原 総 令和４年 ）

本社 理事 志 院 人 人 日）

本社 員 石 健正 藤 美 木戸口 外 人 人 日）

部 員 十文字悦子 三 千 子 彦

１ 血液事業

５ 年赤十字 （令和 年 月 日現在）

園 ・ 保 所 人 血液センター 1 献血

小 学 人 献血 ーム 1 血液

中 学 人 奥州供給出張所 1 の

高 学 人 献血 （令和４年 ） 供給本 （令和４年 ）

特 別 学 人 献血 人 赤血 本

人 献血 人 血 本

献血 人 血小 本

赤十字 ン ア （令和５年 月 日現在） 合 人 合 本
赤十字 人

年赤十字 人 １ 社会 施設
特 赤十字 人 事業の 施設

人 児 施設 1
老人 施設 1

有 会 （令和５年 月 日現在）

9 １４ 施設 職員 （令和５年４月１日現在）

施設 職員

1 人

1 人

1 人

上 安 1 人

上 安 1 人

健 康 生 5 人

児 安

１５ 会 （令和４年 ）

海外 ン ーン
血液事業特別会 化 岩手 ﾝ ｰ の 上

人

員

人

千

千

人

人

人

人

千

乳 児 院

医療事業特別会

社会 特別会

特別養護老人ホーム

一 会 （ 部 ）

合

病 院

会 員

人

人

部

血 液 セ ン タ ー

日本赤十字社岩手県 部現

施 設

特別養護老人ホーム

人

施設の

施設

１

（ セ タ ）

乳 児 院
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事務局付部長 総務課長
（事務取扱）

総務係長

菊池　望 　菊池　望 　菊池　拓也

主事

岩渕　天音

会計係長

（兼）菊池　拓也

組織振興課長
（事務取扱）

企画広報係長
   (事務取扱）

　菊池　望

主事

上野　将

振興係長

　石橋　峻

嘱託（青少年赤十字）

石川　健

　木村　匠

事業推進課長 講習普及係長
　下本　桂子   熊谷  周子

救護係長
　種田　伸吾

正職員 職員

人 人

人 人

人 人

人） （ 人）

（ 人） （ 人）

人 人

人 人

人 人

参事（社資増強担当）

日本赤十字社岩手県支部組織図

令和５年４月１日現在

人

各施設等の職員数

　　　木村　匠

施 設 名

人日本赤十字社岩手県 部

事務局長

平野　直

人

特別養護老人ホーム日赤鶯鳴荘 人

盛岡赤十字病院

岩手県赤十字血液センター盛岡大通り出張所

人

人

人

人

人

人

岩手県赤十字血液センター奥州供給出張所

（ 人）

合

岩手県赤十字血液センター

（ 人）

人

（ 人）

人日赤岩手乳児院

（ 人）
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「盛岡赤十字病院」

役 職 名 兼 務 氏 名 役 職 名 兼 務 氏 名

病 院 長 久 保 直 彦 第二産婦人科部長 畑 山 伸 弥

副 院 長 藤 原 純 眼 科 部 長 欠

副 院 長 一 戸 克 明 耳 鼻 咽 喉 科 部 長 佐 藤 尚 徳

放 射 線 科 部 長 欠

総 合 診 療 科 部 長 欠 第 一 麻 酔 科 部 長 西 嶋 茂 樹

第一血液内科部長 菅 原 健 第 二 麻 酔 科 部 長 永 田 博 文

第二血液内科部長 峯 貴 浩 ﾍﾟｲﾝｸﾘﾆｯｸ科部長 星 有 己 枝

精 神 科 部 長 欠 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科部長 兼 久 保 直 彦

脳 神 経 内 科 部 長 米 澤 久 司 健 診 部 長 鎌 田 弘 之

呼 吸 器 内 科 部 長 田 村 伸 夫 病 理 部 長 欠

第一消化器内科部長 藤 原 隆 雄 薬 剤 部 長 鈴 木 弘 文

第二消化器内科部長 安 孫 子 幸 人 医 療 技 術 部 長 兼 一 戸 克 明

循 環 器 内 科 部 長 小 澤 真 人 医療社会事業部長 兼 藤 原 隆 雄

第 一 小 児 科 部 長 小 西 雄 医療技術部技師長 浅 沼 匡 介

第 二 小 児 科 部 長 梶 原 和 華

消 化 器 外 科 部 長 欠 看 護 部 長 藤 根 美 知 子

第 一 外 科 部 長 大 山 健 一 看 護 副 部 長 高 橋 節 子

第 二 外 科 部 長 欠 看 護 副 部 長 山 口 裕 子

小 児 外 科 部 長 欠

緩 和 ケ ア 科 部 長 欠 事 務 部 長 石 山 武 美

第一整形外科部長 兼 一 戸 克 明 総 務 課 長 赤 平 寛 彦

第二整形外科部長 欠 企 画 管 理 課 長 生 内 正 悦

第一脳神経外科部長 和 田 司 管 財 課 長 阿 部 賢 二

第二脳神経外科部長 船 山 雅 之 医 事 課 長 畠 山 誠 次

皮 膚 科 部 長 馬 場 由 香 施 設 管 理 課 長 砂 子 澤 誠 一

泌 尿 器 科 部 長 瀬 尾 崇 医 療 社 会 事 業 課 長 沼 田 佳 子

第一産婦人科部長 本 田 達 也 健 診 課 長 鷹 觜 康 之

「岩手県赤十字血液センター」

役 職 名 兼 務 氏 名 役 職 名 兼 務 氏 名

所 長 増 田 友 之 採 血 課 長 中 島 み ど り

事 業 部 長 梅 野 真 和 品 質 情 報 課 長 乳 井 和 夫

事 業 副 部 長 佐 藤 泉 悦 医 務 課 長 兼 増 田 友 之

総 務 課 長 兼 佐 藤 泉 悦 盛岡大通り出張所長 佐 々 木 孝 司

献 血 推 進 課 長 西 海 枝 武 志 奥州供給出張所長 中 野 宏

学術情報・供給課長 中 村 秀 一

「日赤岩手乳児院」

役 職 名 兼 務 氏 名 役 職 名 兼 務 氏 名

院 長 兼 梶 原 和 華 事 務 長 三 上 浩 二

「特別養護老人ホーム鶯鳴荘」

役 職 名 兼 務 氏 名 役 職 名 兼 務 氏 名

園 長 千 葉 豊 重 事 務 長 兼 千 葉 豊 重

各施設の幹部職員
（令和５年４月１日現在）
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岩 手 県 支 部 の あ   

(  )内は月 

年                  あ                         

明治10年   1877   社  

20年   1887   「 社」を「日本赤十字社」と ( 月) 

「日本赤十字社岩手 員部」を (11)社員 14人 

27年   1894   日 が り救護 開始（８月) 

日 の 、盛岡 に救護員を し の救護、 に を設

を (27.10～28.5) 

29年   1896   本社 の により「岩手 員部」を「岩手支部」と (７月) 

陸大 発生(６月) 災 救護のた 医員、 護 102人を 救護人員

3,542人 

岩手、 、 3 の地 災地に医員2人を救護のた 地に 施設を

設して25人を救護(８月) 

30年   1897   本年 社員 5,239人 

(10 年)        護 生 を定 護 を開始 年 学10人 

31年   1898   部 の 害 災地に医員、 護 4人を し13人を救護 

岩手、 、 3支部 同で 護人 を 陸 に (岩手3人) 

32年   1899   第1回岩手支部総会を盛岡中学 で開催 人員3,244人 の総会の 第1

回救護演 を盛岡 の会 にて実施(12月) 

33年   1900   北 事 の救護として、本 の 集により 護 1人を 予 に  

護 を盛岡市内 に 実 練 は 盛岡 に （10月） 

35年   1902   内町 災の 災地に医員、 護 8人を し20人を救護( 月) 

36年   1903   第2回岩手支部社員総会を盛岡中学 で開催 人員 3,500人 の総会

の 第2回救護演 を盛岡 の会 にて実施(11月) 

37年   1904   日 が り救護 を開始(２月)本社 県支部で 護 149人  

第50救護 を大 予 (の に 前予 に  

第51救護 を 予 に  

同 中盛岡 に を設 、支部 員 護 人会員 によ

の救護、 を実施 

39年   1906   北 に 国から 援金を  

   40年   1907   本年 社員 20,681人 

（20 年）        10年 の 護 実 学80人 業61人 

41年   1908   支部本 の 設 地を盛岡市 内 に 2,550.65 、 6,750  

42年   1909   支部本 、 護 生 寄 新 I88.5 23,800  

43年   1910   支部に救護 護 を設 本年から 開始 

年                  あ                         

明治45年   1912   護人 を盛岡 生 に  

大  2年   1913   岩手支部「結 予防 」 定(２月) 生 、 演会 実施 235

人(大 11年 での 9,921人) 

5年   1916   日本赤十字社岩手支部 設 本社  

青森県 田・ で本県 の が 物 と 29人

100人の事 が発生 医員13人を救護のた (11月) 

6年   1917   岩手支部 事 (10月) 

（30 年） 

7年   1918   盛岡市内に流 感 大流 のた 救護 により 309人救護（11月） 

8年   1919   前第8 に流 感 大流 同 医部 の により救護 護

5人を し553人を救護(12月) 

9年   1920   岩手支部 (４月) (内 、 、産 人 、 98 事 18 )  

総 の を 開 を (6月） 

第3回岩手支部社員総会に総 の を 岩手 で開

催 員4,800人(6月) 

支部 開 に 護 を同 で実施 

12年   1923   支部 に 設 、 132 に (６月) 

地 大 災の救護のた 、本社 に て医員(４人) 27人の救護 を し

救護 護 人会、学 の 援金、救援物資によ 救援 実施 

岩手支部 護 「ナイ ン ール石 」  

13年   1924   田町大 にあたり、 災地に医員 3人を 11人救護（４月) 

            日本赤十字社岩手県支部少年赤十字結 （９月） 

 3年   1928   総 の を を支部 上において開催 さらに

少年赤十字 を岩手 において （10月） 

岩手支部 護 トミ「ナイ ン ール石 」  

4年   1929   岩手支部 護 を (７月) 

5年   1930   岩手支部 産 開 (2月) 

総 の を 第4回社員総会、 、支部

10 年 少年赤十字 を (９月) 

 6年   1931   事 救護 ( 7.8.20 )に救護 護 ３人  

7年   1932   岩手支部 護 沢田キ 「ナイ ン ール石 」  

8年   1933   田県 沢 の 防 によ 災救護に救護 を （11月） 

陸大 災 救護のた 4 (釜石町、 田町、 本 の救

護 を し、 護 を開設して 1,310人の を救護(3月) ( 支部、新

支部から 救護 の あり) 
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岩 手 県 支 部 の あ   

(  )内は月 

年                  あ                         

明治10年   1877   社  

20年   1887   「 社」を「日本赤十字社」と ( 月) 

「日本赤十字社岩手 員部」を (11)社員 14人 

27年   1894   日 が り救護 開始（８月) 

日 の 、盛岡 に救護員を し の救護、 に を設

を (27.10～28.5) 

29年   1896   本社 の により「岩手 員部」を「岩手支部」と (７月) 

陸大 発生(６月) 災 救護のた 医員、 護 102人を 救護人員

3,542人 

岩手、 、 3 の地 災地に医員2人を救護のた 地に 施設を

設して25人を救護(８月) 

30年   1897   本年 社員 5,239人 

(10 年)        護 生 を定 護 を開始 年 学10人 

31年   1898   部 の 害 災地に医員、 護 4人を し13人を救護 

岩手、 、 3支部 同で 護人 を 陸 に (岩手3人) 

32年   1899   第1回岩手支部総会を盛岡中学 で開催 人員3,244人 の総会の 第1

回救護演 を盛岡 の会 にて実施(12月) 

33年   1900   北 事 の救護として、本 の 集により 護 1人を 予 に  

護 を盛岡市内 に 実 練 は 盛岡 に （10月） 

35年   1902   内町 災の 災地に医員、 護 8人を し20人を救護( 月) 

36年   1903   第2回岩手支部社員総会を盛岡中学 で開催 人員 3,500人 の総会

の 第2回救護演 を盛岡 の会 にて実施(11月) 

37年   1904   日 が り救護 を開始(２月)本社 県支部で 護 149人  

第50救護 を大 予 (の に 前予 に  

第51救護 を 予 に  

同 中盛岡 に を設 、支部 員 護 人会員 によ

の救護、 を実施 

39年   1906   北 に 国から 援金を  

   40年   1907   本年 社員 20,681人 

（20 年）        10年 の 護 実 学80人 業61人 

41年   1908   支部本 の 設 地を盛岡市 内 に 2,550.65 、 6,750  

42年   1909   支部本 、 護 生 寄 新 I88.5 23,800  

43年   1910   支部に救護 護 を設 本年から 開始 

年                  あ                         

明治45年   1912   護人 を盛岡 生 に  

大  2年   1913   岩手支部「結 予防 」 定(２月) 生 、 演会 実施 235

人(大 11年 での 9,921人) 

5年   1916   日本赤十字社岩手支部 設 本社  

青森県 田・ で本県 の が 物 と 29人

100人の事 が発生 医員13人を救護のた (11月) 

6年   1917   岩手支部 事 (10月) 

（30 年） 

7年   1918   盛岡市内に流 感 大流 のた 救護 により 309人救護（11月） 

8年   1919   前第8 に流 感 大流 同 医部 の により救護 護

5人を し553人を救護(12月) 

9年   1920   岩手支部 (４月) (内 、 、産 人 、 98 事 18 )  

総 の を 開 を (6月） 

第3回岩手支部社員総会に総 の を 岩手 で開

催 員4,800人(6月) 

支部 開 に 護 を同 で実施 

12年   1923   支部 に 設 、 132 に (６月) 

地 大 災の救護のた 、本社 に て医員(４人) 27人の救護 を し

救護 護 人会、学 の 援金、救援物資によ 救援 実施 

岩手支部 護 「ナイ ン ール石 」  

13年   1924   田町大 にあたり、 災地に医員 3人を 11人救護（４月) 

            日本赤十字社岩手県支部少年赤十字結 （９月） 

 3年   1928   総 の を を支部 上において開催 さらに

少年赤十字 を岩手 において （10月） 

岩手支部 護 トミ「ナイ ン ール石 」  

4年   1929   岩手支部 護 を (７月) 

5年   1930   岩手支部 産 開 (2月) 

総 の を 第4回社員総会、 、支部

10 年 少年赤十字 を (９月) 

 6年   1931   事 救護 ( 7.8.20 )に救護 護 ３人  

7年   1932   岩手支部 護 沢田キ 「ナイ ン ール石 」  

8年   1933   田県 沢 の 防 によ 災救護に救護 を （11月） 

陸大 災 救護のた 4 (釜石町、 田町、 本 の救

護 を し、 護 を開設して 1,310人の を救護(3月) ( 支部、新

支部から 救護 の あり) 
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年                  あ                         

 9年   1934   岩手支部 に ( 日赤岩手 )を開設(日本赤十字社の の

施設) 

10年   1935   本年 少年赤十字結 366 103,295人 

11年   1936   田県 沢 事 に救護 を 17日 救護 (11月) 

日本赤十字社の社 の 開催19か 23,600人 

12年   1937   日 事 が り、救護 を開始(７月) 

(50 年)        赤十字 の が実施され、支部 が陸 の 生業 を とと

(第1次 14.1.10～15.5.15、第2次 20.4.20～20.8.30、 の の 治

42,800人) 

岩手支部 護 「ナイ ン ール石 」  

14年   1939   の 道が 生 (246人)の救護のた 医 (医員３人、 護 27

人、書 １人)を 救護 1,397人 

15年   1940   高 より岩手 に対して500 を援 金として (有 生資

金) 

16年   1941   青森県 本 町の大 に救護 を ( 月) 

第2次世 大 が り、救護 開始(12月) 

18年   1943   支部 により、岩手支部 を盛岡赤十字 と （１月） 

19年   1944   大 救護に を た 平 事業中止 

20年   1945   第2次世 大 (８月) 

第2次世 大 の救護本部 止(11月) 

(日 事 ( 12.７)から大 結 でに した救護 I7 657人) 

21年   1946   救護のた 救護 岩手第1 を し に (5月) 

22年   1947   を日本赤十字社 総 に推 (１月) 

(60 年)        日本国 施 ( 月) 

キ サリン によ 災地( 市)に救護 を 、 災 救護の 募金を実施

(９月) 

盛岡 に赤十字 ウスを開設し を救護(９月) 

社員の社 年 を10 上と (1月) 

社員の社 年 を30 上と （10月） 

23年   1948   イオン によ 災地( 393人、 明316人、 災 180,117人、 害総

127 )に対し、救護 ９ を 5,983人の を救護(9月) 

日赤岩手 が に 施設として (11月) 

岩手支部 護 開始 

 

 

年                  あ                         

25年   1950   同募金と し赤十字 で募金 開始( い 赤十字募金)（5月） 

岩手県と日赤岩手支部 催で 害 回相 を開始 

護 を盛岡赤十字 護学 と (3月) さらに11月盛岡赤十字高 護学

と  

27年   1952   「日本赤十字社 」 定 人と り れを 機に募金 より社員 に

（8月） 

「日本赤十字社岩手支部」を「日本赤十字社岩手県支部」と  

28年   1953   日本赤十字社「新定 」 定(3月) 

社員の社 年 を100 上と定 （４月） 

岩手県支部事 が第5次 国 興安 の日本赤十字社代表として ( より

1,192人 国)(８月) 

日本赤十字社「支部 」 定(９月) 

30年   1955   本年 社員 128,496人 

本年 社 募集 13,233,88I  

本年 赤十字 の結  地域 143 12,839人 学生 １ 50

人 域 1 130人 145 13,019人 

31年   1956   岩手県支部 70 年 事業として盛岡市大 田地 に赤十字 開始 

盛岡赤十字 を開設し、開 を (１月) 

総 の を 第5回社員大会 に を県 会

において開催(9月) 

社員 、 人社員を新設（有功 を金 、 の2 と )(４月) 

32年   1957   町 災の 災16世 に医 を (４月) 

（70 年）        総 の を を支部において開催（11月） 

、 沢地 の 災害に災害救 が され、 災世 に救援金を贈 (12月) 

33年   1958   21 22 の 災に対して盛岡地 地 に災害救 が され、

日赤県支部は 道機 、岩手県社会 協議会とと に「 害 援金募集岩手県

員会」を設 して募集(支部 い 援金 、 援 1,720 ) 

盛岡赤十字 開設(６月)  

本社 催の日赤 中 会を 市 平において開催(第1ブロック

支部から43人 ) 

34年   1959   15 の 災地への救援のた 「 援金募集岩手県 員会」を設 して募集

県 に 援金 を  

陸 田 町の 雨災害に災害救 が され、救援 を 付  

イタリ 赤十字から贈られた ルフェリーノの 「 」の の があり、

で 管 (62年 県内には してい い) 
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年                  あ                         

 9年   1934   岩手支部 に ( 日赤岩手 )を開設(日本赤十字社の の

施設) 

10年   1935   本年 少年赤十字結 366 103,295人 

11年   1936   田県 沢 事 に救護 を 17日 救護 (11月) 

日本赤十字社の社 の 開催19か 23,600人 

12年   1937   日 事 が り、救護 を開始(７月) 

(50 年)        赤十字 の が実施され、支部 が陸 の 生業 を とと

(第1次 14.1.10～15.5.15、第2次 20.4.20～20.8.30、 の の 治

42,800人) 

岩手支部 護 「ナイ ン ール石 」  

14年   1939   の 道が 生 (246人)の救護のた 医 (医員３人、 護 27

人、書 １人)を 救護 1,397人 

15年   1940   高 より岩手 に対して500 を援 金として (有 生資

金) 

16年   1941   青森県 本 町の大 に救護 を ( 月) 

第2次世 大 が り、救護 開始(12月) 

18年   1943   支部 により、岩手支部 を盛岡赤十字 と （１月） 

19年   1944   大 救護に を た 平 事業中止 

20年   1945   第2次世 大 (８月) 

第2次世 大 の救護本部 止(11月) 

(日 事 ( 12.７)から大 結 でに した救護 I7 657人) 

21年   1946   救護のた 救護 岩手第1 を し に (5月) 

22年   1947   を日本赤十字社 総 に推 (１月) 

(60 年)        日本国 施 ( 月) 

キ サリン によ 災地( 市)に救護 を 、 災 救護の 募金を実施

(９月) 

盛岡 に赤十字 ウスを開設し を救護(９月) 

社員の社 年 を10 上と (1月) 

社員の社 年 を30 上と （10月） 

23年   1948   イオン によ 災地( 393人、 明316人、 災 180,117人、 害総

127 )に対し、救護 ９ を 5,983人の を救護(9月) 

日赤岩手 が に 施設として (11月) 

岩手支部 護 開始 

 

 

年                  あ                         

25年   1950   同募金と し赤十字 で募金 開始( い 赤十字募金)（5月） 

岩手県と日赤岩手支部 催で 害 回相 を開始 

護 を盛岡赤十字 護学 と (3月) さらに11月盛岡赤十字高 護学

と  

27年   1952   「日本赤十字社 」 定 人と り れを 機に募金 より社員 に

（8月） 

「日本赤十字社岩手支部」を「日本赤十字社岩手県支部」と  

28年   1953   日本赤十字社「新定 」 定(3月) 

社員の社 年 を100 上と定 （４月） 

岩手県支部事 が第5次 国 興安 の日本赤十字社代表として ( より

1,192人 国)(８月) 

日本赤十字社「支部 」 定(９月) 

30年   1955   本年 社員 128,496人 

本年 社 募集 13,233,88I  

本年 赤十字 の結  地域 143 12,839人 学生 １ 50

人 域 1 130人 145 13,019人 

31年   1956   岩手県支部 70 年 事業として盛岡市大 田地 に赤十字 開始 

盛岡赤十字 を開設し、開 を (１月) 

総 の を 第5回社員大会 に を県 会

において開催(9月) 

社員 、 人社員を新設（有功 を金 、 の2 と )(４月) 

32年   1957   町 災の 災16世 に医 を (４月) 

（70 年）        総 の を を支部において開催（11月） 

、 沢地 の 災害に災害救 が され、 災世 に救援金を贈 (12月) 

33年   1958   21 22 の 災に対して盛岡地 地 に災害救 が され、

日赤県支部は 道機 、岩手県社会 協議会とと に「 害 援金募集岩手県

員会」を設 して募集(支部 い 援金 、 援 1,720 ) 

盛岡赤十字 開設(６月)  

本社 催の日赤 中 会を 市 平において開催(第1ブロック

支部から43人 ) 

34年   1959   15 の 災地への救援のた 「 援金募集岩手県 員会」を設 して募集

県 に 援金 を  

陸 田 町の 雨災害に災害救 が され、救援 を 付  

イタリ 赤十字から贈られた ルフェリーノの 「 」の の があり、

で 管 (62年 県内には してい い) 
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年                  あ                         

35年   1960   リ地 の 害が 大 とから「 援金募集 員会」を設 して募集 県内 か

ら 大の 援金 が寄 られ、 員会によ て7,545 、2 5 の

を 定し 災地に 付 

赤十字によ 日 人の 業 が開始され、岩手県支部に 業 岩手県

対 本部を設 市地 、町 に日赤 を設 して 業 にあた 第1回

30人 

36年   1961   陸 大 災害によ 災 (1,008世  5,211人 5人)に救護 (８

169人 い 2,300 人)を した か、「 援金募集岩手県 員会」を設 し

て募集( 援金2,104 、 援 7,718 )(5月) 

日赤、 、NHK 催によ NHK 相 (医 )を 田町において実施(8月) 

37年   1962   第1回赤十字 青少年赤十字大会を盛岡市 ノ 中学 において開催  

200人(5月) 

38年   1963   盛岡赤十字 第1 事 (1月) 

国 赤十字 年 岩手県大会を県 会 において開催（10月） 

日 人の 業 を日赤 で実施 38年の 11人 124世 494人 

39年   1964   オリン ック県内 リレーに救護 を  

協 員 の 実を た 、社業推進地 として5町 を 定 

「岩手県献 推進協議会」設 （11月） 

40年   1965   「岩手県赤十字 センター」開 (3月) 

総 高 の を 有功 に社員大会を県 会

において開催(９月) 

本年 社員 192,025人 

本年 社 募集総 28,349,416  

本年 献 4,105人 

41年   1966   県北・ 雨災害発生 市に救護 を 県内 から 援金 の 付  

地域代表協 員 会を４地域で開催( 年 ) 

42年   1967   岩手県献 推進員 発 県内15 に (９月) 

(80 年)        盛岡赤十字 第2 事 (12月) 

釜石地 に 上安 (25人)結  

43年   1968   岩手県赤十字会 新 ( コンクリート 4 2,643 支部事 、 セ

ンター )(1月)  

盛岡赤十字高 護学 新 ( コンクート 4 1,554 )(1月) 

赤十字会 、高 護学 赤十字 第2 事の を して を (７月) 

 

 

年                  あ                         

44年   1969   総 の を 、岩手県赤十字社員大会を県 会 におい

て開催 1,000人(10月) 

、大 の 災の 災地に救護員を し、 援金 を贈  

45年   1970   岩手 クラブに赤十字 結 ( 員208人) 

46年   1971   社員の社 を300 上と定 (5か年 の を設 )（４月） 

石町上 にお 日 機 事 にあたり、赤十字 医 、 護 によ

業 (４ 72人)を クラブ赤十字 は 連

で救援 (７月) 

北 援 第6次 で ての 業  

47年   1972   護 会に第3部( 人 護)を新設 

本県 の有功会結 ( ) 

48年   1973   青少年赤十字岩手県大会を県 会 において開催 800人（10月） 

地 災地に 国から の援  

49年   1974   国道事 発地 に「交 事 救 連 」を4 年 で設 (62 の

年 15  

50年   1975   本年 社員 216,020人 

本年 社 募集 81,460,873  

本年 献 46,629人 

本年 赤十字 7 689人 

本年 青少年赤十字 64 13,998人 

51年   1976   中国から 国 に対 日本 のた の の事業を県の で本

年 から実施(本年3世 ) 

盛岡赤十字高 護学 が 護 の設 を 、盛岡赤十字 護

学 と (４月) 

市地 有功会結 （４月） 

52年   1977   日本赤十字社新社 (４月) 

(90 年)        日本赤十字社 100 年 事業を実施 

1.日赤100 年 会を岩手日 社と 催で開催(４月) 

2.赤十字事業に いての 実、 を した日赤100 年 集 の発 ( 月) 

3.赤十字「岩手の い」開催 400 人( 月)                       

53年   1978   献 予 （ 献 ） 発 （７月） 

県 地 により 赤十字 の 設 が 害を 、岩手県支部は救援  

により ン（390 ） （300本）を して救援 

スキー にスノー ー を （ 年 ６ ） 
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年                  あ                         

35年   1960   リ地 の 害が 大 とから「 援金募集 員会」を設 して募集 県内 か

ら 大の 援金 が寄 られ、 員会によ て7,545 、2 5 の

を 定し 災地に 付 

赤十字によ 日 人の 業 が開始され、岩手県支部に 業 岩手県

対 本部を設 市地 、町 に日赤 を設 して 業 にあた 第1回

30人 

36年   1961   陸 大 災害によ 災 (1,008世  5,211人 5人)に救護 (８

169人 い 2,300 人)を した か、「 援金募集岩手県 員会」を設 し

て募集( 援金2,104 、 援 7,718 )(5月) 

日赤、 、NHK 催によ NHK 相 (医 )を 田町において実施(8月) 

37年   1962   第1回赤十字 青少年赤十字大会を盛岡市 ノ 中学 において開催  

200人(5月) 

38年   1963   盛岡赤十字 第1 事 (1月) 

国 赤十字 年 岩手県大会を県 会 において開催（10月） 

日 人の 業 を日赤 で実施 38年の 11人 124世 494人 

39年   1964   オリン ック県内 リレーに救護 を  

協 員 の 実を た 、社業推進地 として5町 を 定 

「岩手県献 推進協議会」設 （11月） 

40年   1965   「岩手県赤十字 センター」開 (3月) 

総 高 の を 有功 に社員大会を県 会

において開催(９月) 

本年 社員 192,025人 

本年 社 募集総 28,349,416  

本年 献 4,105人 

41年   1966   県北・ 雨災害発生 市に救護 を 県内 から 援金 の 付  

地域代表協 員 会を４地域で開催( 年 ) 

42年   1967   岩手県献 推進員 発 県内15 に (９月) 

(80 年)        盛岡赤十字 第2 事 (12月) 

釜石地 に 上安 (25人)結  

43年   1968   岩手県赤十字会 新 ( コンクリート 4 2,643 支部事 、 セ

ンター )(1月)  

盛岡赤十字高 護学 新 ( コンクート 4 1,554 )(1月) 

赤十字会 、高 護学 赤十字 第2 事の を して を (７月) 

 

 

年                  あ                         

44年   1969   総 の を 、岩手県赤十字社員大会を県 会 におい

て開催 1,000人(10月) 

、大 の 災の 災地に救護員を し、 援金 を贈  

45年   1970   岩手 クラブに赤十字 結 ( 員208人) 

46年   1971   社員の社 を300 上と定 (5か年 の を設 )（４月） 

石町上 にお 日 機 事 にあたり、赤十字 医 、 護 によ

業 (４ 72人)を クラブ赤十字 は 連

で救援 (７月) 

北 援 第6次 で ての 業  

47年   1972   護 会に第3部( 人 護)を新設 

本県 の有功会結 ( ) 

48年   1973   青少年赤十字岩手県大会を県 会 において開催 800人（10月） 

地 災地に 国から の援  

49年   1974   国道事 発地 に「交 事 救 連 」を4 年 で設 (62 の

年 15  

50年   1975   本年 社員 216,020人 

本年 社 募集 81,460,873  

本年 献 46,629人 

本年 赤十字 7 689人 

本年 青少年赤十字 64 13,998人 

51年   1976   中国から 国 に対 日本 のた の の事業を県の で本

年 から実施(本年3世 ) 

盛岡赤十字高 護学 が 護 の設 を 、盛岡赤十字 護

学 と (４月) 

市地 有功会結 （４月） 

52年   1977   日本赤十字社新社 (４月) 

(90 年)        日本赤十字社 100 年 事業を実施 

1.日赤100 年 会を岩手日 社と 催で開催(４月) 

2.赤十字事業に いての 実、 を した日赤100 年 集 の発 ( 月) 

3.赤十字「岩手の い」開催 400 人( 月)                       

53年   1978   献 予 （ 献 ） 発 （７月） 

県 地 により 赤十字 の 設 が 害を 、岩手県支部は救援  

により ン（390 ） （300本）を して救援 

スキー にスノー ー を （ 年 ６ ） 
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年                  あ                         

   1979   沢市地 有功会結 (3月) 

護 人 ー 「日赤 」開設( コンクリート 平 2,314 事    

4 2,800 、 定員80人 ( 月) 

55年   1980   北上市地 有功会結 (2月) 町同(６月) 

日赤救援 を３市地 に (４ 年 で 13市地 に ) 

救護 を20町 に (３ 年 で 13市地 、62町 に

） 

護 に 護 が  

56年   1981   15 本県 災 に本社を て 援金の寄 があり、 市 か４地 に  

                

盛岡赤十字 地の 締結 

57年   1982   「 の 合い 月 」に県 地 を対象として献 キ ラバン によ PR実施

(７月) 

岩手県R ( ) の会連合会結 会員600人 

58年   1983   国 赤十字 設120 年 にNHKテレ 30 年にあたり、NHKと日本赤十字社

で「 た あい」を実施(2月) 

フェーン 象の とで の 災が県内 地に発生(４月) 害 大 市に医

救護 (７人)の に救援物資 (1,000人 )の か 援金 の募集

(18,243,000 、40,400 ) 

59年   1984   陸前高田市 結 (2月) 

市地域 結 (４月) 

地 有功会結 (４月) 

北部３県支部災害救護訓練 450人( 250人)（10月） 

地 有功会結 (11月) 

「NHK た あい」キ ン ーンを た あいと同 に て実施(12月) 

60年   1985   県総合防災訓練に 市赤十字 出し訓練に て （８月） 

災害 を地 に 開始 

町、大 町、 町、 の４地域 結  

地 有功会結 （10月） 

本年 社員  303,958人 

本年 社 募集  178,721,869  

本年 有功会結  ９有功会 457人 

本年 赤十字  28  1,082人 

本年 青少年赤十字  116  33,443人 

本年 献  95,143人 

年                  あ                                                   

61年   1986   社員の社 年 を500 上と定 (３ 年 の を設 )(４月) 

地 有功会結 (3月) 

盛岡赤十字 事 (3月) 

岩手県機 に 連し、日赤 地 の 管 域 (４月) 

地 有功会結 (８月) 

陸前高田市、北上市に地域 結  

62年   1987   陸前高田市地 有功会結 (1月) 

(100 年)         赤十字フェスティバル開催(5月) 

盛岡市地 有功会結 （10月） 

沢地 有功会結 （11月） 

盛岡赤十字 、盛岡赤十字 護 学 災害救援センター新 （11月） 

（ ) コンクリート5  29,244  61  

(学 ) コンクリート2  1,998  3 2,000  

(センター) 平  569  3,000  

地90,573  

63年   1988   岩手県支部有功会連合会結 (３月) 

総 の を 支部 100 年 岩手県赤十

字大会を岩手県民会 において開催 2,000人 

支部事 （総 、 興 、事業 )(７月) 

大 市地 有功会結 （10月） 

盛岡市大 りに センター献 ルー 開設(11月) 

市赤十字 (３月) 住田町 赤十字 結 (８月) 

平 年   1989   を 総 に推 (1月) 

市地 有功会結 (３月) 

町赤十字 結 (３月) 

赤十字フェスティバル開催（ 月） 

日赤 10 年 （９月） 

２年    1990   北上地 有功会結 （１月） 

市地 有功会結 （３月） 

日赤 人 護施設 設 

岩泉町赤十字 （2月)、 市赤十字 (3月)結  

センター 新 事 (７月) 

北部3県支部合同災害救護訓練 700人（10月） 

によ 害 大(9月18  11月28 )救援物資 の救援  

地 有功会結 (11月) 
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年                  あ                         

   1979   沢市地 有功会結 (3月) 

護 人 ー 「日赤 」開設( コンクリート 平 2,314 事    

4 2,800 、 定員80人 ( 月) 

55年   1980   北上市地 有功会結 (2月) 町同(６月) 

日赤救援 を３市地 に (４ 年 で 13市地 に ) 

救護 を20町 に (３ 年 で 13市地 、62町 に

） 

護 に 護 が  

56年   1981   15 本県 災 に本社を て 援金の寄 があり、 市 か４地 に  

                

盛岡赤十字 地の 締結 

57年   1982   「 の 合い 月 」に県 地 を対象として献 キ ラバン によ PR実施

(７月) 

岩手県R ( ) の会連合会結 会員600人 

58年   1983   国 赤十字 設120 年 にNHKテレ 30 年にあたり、NHKと日本赤十字社

で「 た あい」を実施(2月) 

フェーン 象の とで の 災が県内 地に発生(４月) 害 大 市に医

救護 (７人)の に救援物資 (1,000人 )の か 援金 の募集

(18,243,000 、40,400 ) 

59年   1984   陸前高田市 結 (2月) 

市地域 結 (４月) 

地 有功会結 (４月) 

北部３県支部災害救護訓練 450人( 250人)（10月） 

地 有功会結 (11月) 

「NHK た あい」キ ン ーンを た あいと同 に て実施(12月) 

60年   1985   県総合防災訓練に 市赤十字 出し訓練に て （８月） 

災害 を地 に 開始 

町、大 町、 町、 の４地域 結  

地 有功会結 （10月） 

本年 社員  303,958人 

本年 社 募集  178,721,869  

本年 有功会結  ９有功会 457人 

本年 赤十字  28  1,082人 

本年 青少年赤十字  116  33,443人 

本年 献  95,143人 

年                  あ                                                   

61年   1986   社員の社 年 を500 上と定 (３ 年 の を設 )(４月) 

地 有功会結 (3月) 

盛岡赤十字 事 (3月) 

岩手県機 に 連し、日赤 地 の 管 域 (４月) 

地 有功会結 (８月) 

陸前高田市、北上市に地域 結  

62年   1987   陸前高田市地 有功会結 (1月) 

(100 年)         赤十字フェスティバル開催(5月) 

盛岡市地 有功会結 （10月） 

沢地 有功会結 （11月） 

盛岡赤十字 、盛岡赤十字 護 学 災害救援センター新 （11月） 

（ ) コンクリート5  29,244  61  

(学 ) コンクリート2  1,998  3 2,000  

(センター) 平  569  3,000  

地90,573  

63年   1988   岩手県支部有功会連合会結 (３月) 

総 の を 支部 100 年 岩手県赤十

字大会を岩手県民会 において開催 2,000人 

支部事 （総 、 興 、事業 )(７月) 

大 市地 有功会結 （10月） 

盛岡市大 りに センター献 ルー 開設(11月) 

市赤十字 (３月) 住田町 赤十字 結 (８月) 

平 年   1989   を 総 に推 (1月) 

市地 有功会結 (３月) 

町赤十字 結 (３月) 

赤十字フェスティバル開催（ 月） 

日赤 10 年 （９月） 

２年    1990   北上地 有功会結 （１月） 

市地 有功会結 （３月） 

日赤 人 護施設 設 

岩泉町赤十字 （2月)、 市赤十字 (3月)結  

センター 新 事 (７月) 

北部3県支部合同災害救護訓練 700人（10月） 

によ 害 大(9月18  11月28 )救援物資 の救援  

地 有功会結 (11月) 
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年                  あ                         

平 ３年   1991   田 赤十字 結 (2月) 

町 有功会結 (3月) 

北上市地 、 町 、 合 (４月) 

中 支部 （４月）、 支部 (5月) 

石町 有功会結 (5月) 

赤十字フェ 大 市において ての地 開催(5月) 

新北上市地 有功会結 総会(７月) 

センター新 (７月) コンクリート 5  4,495.09  10 5  

赤十字会 (12月) 

４年   1992   赤十字 、 町 赤十字 結 (2月) 

町赤十字 結 (４月) 

盛岡市地 と 合 (４月) 

盛岡市地 有功会と 有功会合 (４月) 

盛岡赤十字 (リ リ、 )(４月) 

盛岡赤十字 が社 人日本 協会 催第1回 (４月) 

支部が 石町から し、デイサー ス事業(D型)開始(７月) 

市赤十字 結 (７月) 

「'92赤十字フェ 」 市で開催（10月） 

大 赤十字代表 が 県（11月） 

盛岡赤十字 平 4年 市 （11月） 

年  1993    '93 ル ンスキー世 手 に 支援 

(救護、 、 審 、医 セット )(2月3日～4日) 

大 地 有功会結 (3月) 

金 町赤十字 結 (3月) 

支部事 5年 りに (4月) 

支部 の献 功 ・金 功 表 生(献 350回)(４月) 

「'93赤十字フェ 」( 市)(5月日) 

第29回献 推進 国大会に 国から2,000 功 に (7月) 

、同 岩手県 センター、盛岡赤十字 (7月) 

北 道 地 (7月12日地 発生) 災 救援に盛岡赤十字 の医 、 護

支部 員を救護 として 援金1 2 集  

支部がデイサー スセンター( 石町)の を し、地域との連携大 前進( 事

8月、 12月、業 開始６年２月) 

 

 

年                  あ                         

平  年   1993  北 道 地 災 に対 金贈 ( 高 から 支部 に) 

(10月) 

献 ルー 「 ルシー」開設5 年( 日 にグレートサス を )(11月4 ) 

ール 事業の 地 と 赤十字の に支部 員 (12月13日～

25日) 

6年   1994   献 ルー 70,000人 (１月７日) 

町赤十字 結 (3月) 

市町赤十字 、 田 赤十字 結 (3月) 

支部 の 石町デイサー スセンター(B型) し、事業開始(4月1日) 

盛岡赤十字 事 (4月30日) 

世 赤十字デー 生 国 イ ント(盛岡市)(5月8日) 

「'94赤十字フェ 」(北上市)(5月) 

事業 国 システ (6月) 

本社 催青少年赤十字 ール 事業に 国10人の１人として岩手 高生が

出され (8月3日～17日) 

献 ルー 献 の日キ ン ーンに 学 生(JRC)が 日 （9月) 

県 雨災害に し、救援物資( 1,000 、日 セット500 )贈 (9月) 

北部3県支部合同災害救護訓練(青森) 9月) 

第3回 国 ランティ フェスティバル岩手(10月) 

陸は か 地 発生( グニ ー 7.5 6、盛岡、青森5)(12月28日) 

７年    1995   陸は か 地 援金募集開始(1月4日) 

県 部地 災害( ・ 大 災)発生 に 援金募集開始(1月17日) 

県 部地 災害 害 救援として支部 員2 (1月21日～1月27日) 

県 部地 災害医 救護 第1 （8 ） 地 (1月28日～2月4日) 

県 部地 災害医 救護 第2 (5 ) 地 (2月17日～2月21日) 

石町赤十字 結 (2月) 

赤十字 結 (2月) 

釜石地 大槌町 有功会結 (3月) 

有功 社員 贈 の 部 (4月) 

支部 石町 護支援センター事業開始(4月) 

盛岡赤十字 開 75 年 (4月) 

日本赤十字社岩手県支部 支部 (4月28日) 

日本赤十字社岩手県支部 田 支部 (4月29日) 

世 赤十字デー キ ン ーンの として 内 の 演会開催（5月） 
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年                  あ                         

平 ３年   1991   田 赤十字 結 (2月) 

町 有功会結 (3月) 

北上市地 、 町 、 合 (４月) 

中 支部 （４月）、 支部 (5月) 

石町 有功会結 (5月) 

赤十字フェ 大 市において ての地 開催(5月) 

新北上市地 有功会結 総会(７月) 

センター新 (７月) コンクリート 5  4,495.09  10 5  

赤十字会 (12月) 

４年   1992   赤十字 、 町 赤十字 結 (2月) 

町赤十字 結 (４月) 

盛岡市地 と 合 (４月) 

盛岡市地 有功会と 有功会合 (４月) 

盛岡赤十字 (リ リ、 )(４月) 

盛岡赤十字 が社 人日本 協会 催第1回 (４月) 

支部が 石町から し、デイサー ス事業(D型)開始(７月) 

市赤十字 結 (７月) 

「'92赤十字フェ 」 市で開催（10月） 

大 赤十字代表 が 県（11月） 

盛岡赤十字 平 4年 市 （11月） 

年  1993    '93 ル ンスキー世 手 に 支援 

(救護、 、 審 、医 セット )(2月3日～4日) 

大 地 有功会結 (3月) 

金 町赤十字 結 (3月) 

支部事 5年 りに (4月) 

支部 の献 功 ・金 功 表 生(献 350回)(４月) 

「'93赤十字フェ 」( 市)(5月日) 

第29回献 推進 国大会に 国から2,000 功 に (7月) 

、同 岩手県 センター、盛岡赤十字 (7月) 

北 道 地 (7月12日地 発生) 災 救援に盛岡赤十字 の医 、 護

支部 員を救護 として 援金1 2 集  

支部がデイサー スセンター( 石町)の を し、地域との連携大 前進( 事

8月、 12月、業 開始６年２月) 

 

 

年                  あ                         

平  年   1993  北 道 地 災 に対 金贈 ( 高 から 支部 に) 

(10月) 

献 ルー 「 ルシー」開設5 年( 日 にグレートサス を )(11月4 ) 

ール 事業の 地 と 赤十字の に支部 員 (12月13日～

25日) 

6年   1994   献 ルー 70,000人 (１月７日) 

町赤十字 結 (3月) 

市町赤十字 、 田 赤十字 結 (3月) 

支部 の 石町デイサー スセンター(B型) し、事業開始(4月1日) 

盛岡赤十字 事 (4月30日) 

世 赤十字デー 生 国 イ ント(盛岡市)(5月8日) 

「'94赤十字フェ 」(北上市)(5月) 

事業 国 システ (6月) 

本社 催青少年赤十字 ール 事業に 国10人の１人として岩手 高生が

出され (8月3日～17日) 

献 ルー 献 の日キ ン ーンに 学 生(JRC)が 日 （9月) 

県 雨災害に し、救援物資( 1,000 、日 セット500 )贈 (9月) 

北部3県支部合同災害救護訓練(青森) 9月) 

第3回 国 ランティ フェスティバル岩手(10月) 

陸は か 地 発生( グニ ー 7.5 6、盛岡、青森5)(12月28日) 

７年    1995   陸は か 地 援金募集開始(1月4日) 

県 部地 災害( ・ 大 災)発生 に 援金募集開始(1月17日) 

県 部地 災害 害 救援として支部 員2 (1月21日～1月27日) 

県 部地 災害医 救護 第1 （8 ） 地 (1月28日～2月4日) 

県 部地 災害医 救護 第2 (5 ) 地 (2月17日～2月21日) 

石町赤十字 結 (2月) 

赤十字 結 (2月) 

釜石地 大槌町 有功会結 (3月) 

有功 社員 贈 の 部 (4月) 

支部 石町 護支援センター事業開始(4月) 

盛岡赤十字 開 75 年 (4月) 

日本赤十字社岩手県支部 支部 (4月28日) 

日本赤十字社岩手県支部 田 支部 (4月29日) 

世 赤十字デー キ ン ーンの として 内 の 演会開催（5月） 
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年                  あ                         

平  ７年   1995   赤十字日 員交 のた 支部 員を 国に (6月8日～6月17日) 

の 国 (7月) 

ランティ によ サー ス事業開始( 市)(7月) 

日赤同 会 会 会員 (9月) 

岩手県赤十字 センター 30 年 (9月) 

本社 催 ( ーロッ )のた の支部 員 (9月24日～10月9日) 

８年   1996  地 有功会結 (2月) 

泉町赤十字 結 (3月) 

沢内 赤十字 結 (3月) 

盛岡赤十字 、岩手県にお 災害 に 定(４月) 

献 ルー 「 ルシー」献 10 人 (4月) 

演会(赤十字 月 キ ン ーンの として)(5月) 

北上 上流 防演 に医 救護 (5月)  

釜石市地 有功会結 (6月) 

救護 ーテント２ りを (8月) 

・ 大 災 災 に対 支援 に対し 生大 からの感謝 (8月) 

盛岡赤十字 、 センター 会 に第1ブロック合同災害救護訓練の実施(9月) 

県支部 「赤十字の 始 ンリー・デ ナンの を て」 の

(10月5日～15日) 

大槌町赤十字 結 (11月) 

 9年   1997   日赤 で、デン ーク 護 員 によ 護 術 開催（2月） 

(110 年)         ・ 大 災への支援 続  

石 、 町 災に救援物資( 出し資 、 40 、タオル40 )支部 員

4 (5月) 

演会(赤十字 月 キ ン ーン)の開催(5月) 

県内献 協 200 人を (6月)(200 人 謝 キ ン ーンを実施) 

上タ オさ ( 民 人民 国 住日本人 )盛岡市へ (1月) 

10年   1998   岩手県赤十字大会(岩手県支部 110 年・同有功会連合会結 10 年 ) 

総 高 より有功 の 62  

盛岡赤十字 、岩手県赤十字 センター （11月) 

日赤岩手県支部 業 連 定 赤十字施設 によ 員会 

発 (1月) 

に で “世 の を救お  75.50 国 バ ーの開催（5～6月） 

岩手県内20会 でバ ー 金 1,818,987  

(青少年赤十字 設75 年・赤十字 設50 年 事として実施) 

年                  あ                         

平 10年   1998  セミナー(12 国13人)が盛岡赤十字 を （5月） 

岩手 の大地 で 地 が 続 に発生してい とから岩手県で 

は災害 本部を設 支部において 災害 本部を設 施設においては防災

を (6月) 

盛岡赤十字 が 生 に 定(８月) 

北地 に した前 の影響で、岩手県 部と 地域に 害 

市、 、平泉町、 町に 、日 セット、バスタオル を 県

支部には700 の を (8月) 

9月3日 ４ 58 石町 で 6を 岩手 で が 発  

赤十字 ( 護 ・救 ) を設 し、 の 実を (9月） 

市地 有功会結 (11月) 

11年   1999   献 推進 員 が発 県内6ブロックに6 (4月) 

地 の大雨災害で、陸前高田市、大 市、釜石市、 市、大槌町に 、日

セット、バスタオルを (7月) 

日赤 20 年 (10月) 

大雨により 町に災害救 が され 、県北部に大 害が発生したた 

市、 市、 町、 に 、日 セット、バスタオルを (10月) 

町大雨災害 援金の募集を開始 (10月) 274  20,212,192 が集 り、 援金

員会の 定の と、 市、 市、 町、 、 、 代 に  

沢市地 有功会 20 年 (11月) 

12年   2000   支部 の青少年赤十字国 交流事業の として、シン ール赤十字社を事前

(3月) 

北 道有 (3月) 岩手県支部救護 ( ７ ) 赤十字 内赤十字

地対 本部へ の 回 にあた (4月) 

盛岡市ふれあいラン 岩手において「第1回赤十字フェスティバル」を開催(5月) 

3 の影響により、 田 、 代 地域の へ 、日  セット、バスタオ

ルの救援物資を (7月) 

青少年赤十字国 交流事業「シン ール国」 (8月) 

住田町赤十字 結 (9月) 

赤十字 安 が開始され、救 、 上安 、 上安 、 護 と

て、5大 と  

１３年   2001   ライフセー ング赤十字 結 (2月) 

防災 ランティ 地 リーダー 会開催(3月) 

盛岡市 デ ート前 において「第2回赤十字フェスティバル」を開催(5月) 
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年                  あ                         

平  ７年   1995   赤十字日 員交 のた 支部 員を 国に (6月8日～6月17日) 

の 国 (7月) 

ランティ によ サー ス事業開始( 市)(7月) 

日赤同 会 会 会員 (9月) 

岩手県赤十字 センター 30 年 (9月) 

本社 催 ( ーロッ )のた の支部 員 (9月24日～10月9日) 

８年   1996  地 有功会結 (2月) 

泉町赤十字 結 (3月) 

沢内 赤十字 結 (3月) 

盛岡赤十字 、岩手県にお 災害 に 定(４月) 

献 ルー 「 ルシー」献 10 人 (4月) 

演会(赤十字 月 キ ン ーンの として)(5月) 

北上 上流 防演 に医 救護 (5月)  

釜石市地 有功会結 (6月) 

救護 ーテント２ りを (8月) 

・ 大 災 災 に対 支援 に対し 生大 からの感謝 (8月) 

盛岡赤十字 、 センター 会 に第1ブロック合同災害救護訓練の実施(9月) 

県支部 「赤十字の 始 ンリー・デ ナンの を て」 の

(10月5日～15日) 

大槌町赤十字 結 (11月) 

 9年   1997   日赤 で、デン ーク 護 員 によ 護 術 開催（2月） 

(110 年)         ・ 大 災への支援 続  

石 、 町 災に救援物資( 出し資 、 40 、タオル40 )支部 員

4 (5月) 

演会(赤十字 月 キ ン ーン)の開催(5月) 

県内献 協 200 人を (6月)(200 人 謝 キ ン ーンを実施) 

上タ オさ ( 民 人民 国 住日本人 )盛岡市へ (1月) 

10年   1998   岩手県赤十字大会(岩手県支部 110 年・同有功会連合会結 10 年 ) 

総 高 より有功 の 62  

盛岡赤十字 、岩手県赤十字 センター （11月) 

日赤岩手県支部 業 連 定 赤十字施設 によ 員会 

発 (1月) 

に で “世 の を救お  75.50 国 バ ーの開催（5～6月） 

岩手県内20会 でバ ー 金 1,818,987  

(青少年赤十字 設75 年・赤十字 設50 年 事として実施) 

年                  あ                         

平 10年   1998  セミナー(12 国13人)が盛岡赤十字 を （5月） 

岩手 の大地 で 地 が 続 に発生してい とから岩手県で 

は災害 本部を設 支部において 災害 本部を設 施設においては防災

を (6月) 

盛岡赤十字 が 生 に 定(８月) 

北地 に した前 の影響で、岩手県 部と 地域に 害 

市、 、平泉町、 町に 、日 セット、バスタオル を 県

支部には700 の を (8月) 

9月3日 ４ 58 石町 で 6を 岩手 で が 発  

赤十字 ( 護 ・救 ) を設 し、 の 実を (9月） 

市地 有功会結 (11月) 

11年   1999   献 推進 員 が発 県内6ブロックに6 (4月) 

地 の大雨災害で、陸前高田市、大 市、釜石市、 市、大槌町に 、日

セット、バスタオルを (7月) 

日赤 20 年 (10月) 

大雨により 町に災害救 が され 、県北部に大 害が発生したた 

市、 市、 町、 に 、日 セット、バスタオルを (10月) 

町大雨災害 援金の募集を開始 (10月) 274  20,212,192 が集 り、 援金

員会の 定の と、 市、 市、 町、 、 、 代 に  

沢市地 有功会 20 年 (11月) 

12年   2000   支部 の青少年赤十字国 交流事業の として、シン ール赤十字社を事前

(3月) 

北 道有 (3月) 岩手県支部救護 ( ７ ) 赤十字 内赤十字

地対 本部へ の 回 にあた (4月) 

盛岡市ふれあいラン 岩手において「第1回赤十字フェスティバル」を開催(5月) 

3 の影響により、 田 、 代 地域の へ 、日  セット、バスタオ

ルの救援物資を (7月) 

青少年赤十字国 交流事業「シン ール国」 (8月) 

住田町赤十字 結 (9月) 

赤十字 安 が開始され、救 、 上安 、 上安 、 護 と

て、5大 と  

１３年   2001   ライフセー ング赤十字 結 (2月) 

防災 ランティ 地 リーダー 会開催(3月) 

盛岡市 デ ート前 において「第2回赤十字フェスティバル」を開催(5月) 
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 年                  あ                         

平 13年   2001   青少年赤十字国 交流事業実施 シン ール国から青少年を 交流(6月) 

市町において支部 の 上安 「 」 開催(8月) 

大 市地 と 陸町 合 (11月) 

14年   2002   市赤十字 (3月) 

               市地 赤十字 と 市地 人赤十字 が 本 し、 市赤十字

として 結 (5月)北上市 シ ッ ングセンター・ ルにおいて「第３回赤

十字フェスティバル」を開催（ 月） 

日本赤十字社 定50 年・日本赤十字社 125 年 国赤十字大会(

：明治 会 )に岩手県から25 が出 (5月) 

６ 大雨災害により 町に災害救 が (7月) 

赤十字防災 ランティ リーダー1 を 地に （7月19日～21日) 

町大雨災害 援金の募集を開始(7月) 222 8,403,504 が集 り、 援金

員会の 定の とに 災した29市町 に  

青少年赤十字岩手県 会から岩手県青少年赤十字 に (7月) 

大学学生赤十字 結 (10月) 

15年   2003   青少年赤十字国 交流事業「シン ール国」 (1月8日～12日) 

北上市 シ ッ ングセンター・ ルにおいて「第4回赤十字フェスティバル」を開催(5月) 

県 地 ( 陸 地 18 24 発生 県 部を中 に ６ を 19 10

盛岡赤十字 医 救護 機 同日21 20 災 に対し、大 市地

から救援物資（ ・日 セット・バスタオル） （5月） 

県北部地 発生 県支部に日 セット（200セット）を 付（7月） 

岩手県 防学 、盛岡赤十字 を 会 に第１ブロック合同災害救護訓練を実施（10月） 

１６年    2004   盛岡赤十字 護 学 （３月） 

盛岡赤十字 護 学 学生 （3月） 

市シ ッ ングセンターと あにおいて、「第 回赤十字フェスティバル」を開催（5

月） 

地域高 生 支援の として、新たに「セラ ーティック・ 」 を開始 

青少年赤十字国 交流事業「シン ール国」 （8月7日～12日） 

青少年赤十字国 交流事業「 プ ニ ー ニ 国」RCY ンバー れ（11月13日～

19日） 

新 県中 地 発生（10月23日 17：56 7） 市に２ の救護 を  

し、 設 （ERU）にお 医 、 災 の の を とと に、

日赤 地災害対 本部への 員と、救援物資 員を  
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日本赤十字社岩手県支部 田 支部 (4月29日) 

日本赤十字社岩手県支部 支部 (4月30日) 
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 年                  あ                         

平 13年   2001   青少年赤十字国 交流事業実施 シン ール国から青少年を 交流(6月) 

市町において支部 の 上安 「 」 開催(8月) 

大 市地 と 陸町 合 (11月) 

14年   2002   市赤十字 (3月) 

               市地 赤十字 と 市地 人赤十字 が 本 し、 市赤十字

として 結 (5月)北上市 シ ッ ングセンター・ ルにおいて「第３回赤

十字フェスティバル」を開催（ 月） 

日本赤十字社 定50 年・日本赤十字社 125 年 国赤十字大会(

：明治 会 )に岩手県から25 が出 (5月) 

６ 大雨災害により 町に災害救 が (7月) 

赤十字防災 ランティ リーダー1 を 地に （7月19日～21日) 

町大雨災害 援金の募集を開始(7月) 222 8,403,504 が集 り、 援金

員会の 定の とに 災した29市町 に  

青少年赤十字岩手県 会から岩手県青少年赤十字 に (7月) 

大学学生赤十字 結 (10月) 

15年   2003   青少年赤十字国 交流事業「シン ール国」 (1月8日～12日) 

北上市 シ ッ ングセンター・ ルにおいて「第4回赤十字フェスティバル」を開催(5月) 

県 地 ( 陸 地 18 24 発生 県 部を中 に ６ を 19 10

盛岡赤十字 医 救護 機 同日21 20 災 に対し、大 市地

から救援物資（ ・日 セット・バスタオル） （5月） 

県北部地 発生 県支部に日 セット（200セット）を 付（7月） 

岩手県 防学 、盛岡赤十字 を 会 に第１ブロック合同災害救護訓練を実施（10月） 

１６年    2004   盛岡赤十字 護 学 （３月） 

盛岡赤十字 護 学 学生 （3月） 

市シ ッ ングセンターと あにおいて、「第 回赤十字フェスティバル」を開催（5

月） 

地域高 生 支援の として、新たに「セラ ーティック・ 」 を開始 

青少年赤十字国 交流事業「シン ール国」 （8月7日～12日） 

青少年赤十字国 交流事業「 プ ニ ー ニ 国」RCY ンバー れ（11月13日～

19日） 

新 県中 地 発生（10月23日 17：56 7） 市に２ の救護 を  

し、 設 （ERU）にお 医 、 災 の の を とと に、

日赤 地災害対 本部への 員と、救援物資 員を  
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日本赤十字社岩手県支部 田 支部 (4月29日) 

日本赤十字社岩手県支部 支部 (4月30日) 
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日赤 30 年 （9月） 

国内型 対 ニット 盛岡赤十字 へ （3月） 

国内型 対 ニット 実  盛岡赤十字 （4月） 

社員 月 キ ン ーン トク前・クロステラス  （5月） 

訓練 盛岡 ・盛岡赤十字  （7月） 

 

「第１ブロック支部合同災害救護訓練」岩手産業文 センター オ（10月） 

日本大 災発生（3月11日） 

日本大 災（3月11日）に対 援金の 付（3月12日～） 

「第11回赤十字ふれあいフェスティバル」を 市総合 サブ リーナで開催

（10月） 

日本大 災復興支援事業 「 の 」（平 23年9月～平 25年3月 で） 

日本大 災復興支援事業「ノルディックウ ーキング」（平 23年10月～） 

日本大 災復興支援事業「青 」（6月・9月・11月） 

日本大 災復興支援事業「 出し交流会」（5月～平 25年3月） 

日本赤十字社岩手県支部施設合同災害救護訓練開催（11月） 
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「第12回赤十字ふれあいフェスティバル」を 平市さ ら で開催（9月） 

日本大 災復興支援事業「ノルディックウ ーキングと の 」（平 25年４

月～） 

日本大 災復興支援事業「ふれあい 出し交流会」（平 25年4月～平 26年

3月） 

日本大 災復興支援事業「 災地の赤十字 と の 」（平 25年

4月～平 26年3月） 

岩手県赤十字 センター 出 業 開始（5月） 

「第13回赤十字ふれあいフェスティバル」開催 盛岡市イオン ール盛岡 （5月） 

「赤十字150年 展」地 回展をいわて県民 交流センターで開催(7月) 

日本大 災復興支援事業「盛岡赤十字 」（7月） 

大雨災害に い盛岡市、 市、 町、 町へ救援物資 （8月9日～10日） 

岩手県平 25年 雨・大雨災害 援金の 付（8月14日～9月30日） 

日本大 災復興支援事業「赤十字キ リ 支援」（8月） 

18 に 大雨災害により盛岡市へ救援物資 （9月） 

日本赤十字社岩手県支部施設合同災害救護訓練開催（11月） 

日本大 災復興支援事業「ノルディックウ ーキングと の 」（平 26年４

月～ 続） 

日本大 災復興支援事業「赤十字 ふれあい交流会」（平 26年4月～平

27年3月） 

日赤岩手 盛岡市 本 へ 新 （4月） 

盛岡市 災に い盛岡市 総合 センターへ救援物資 （4月） 

「第14回赤十字ふれあいフェスティバル」開催  盛岡市イオン ール盛岡（5月） 

日本大 災復興支援事業「 赤十字ふれあいコンサート」（6月） 

日本大 災復興支援事業「サ ーキ ンプ2014 いわて」（7月29日～31日） 

日本大 災復興支援事業「盛岡赤十字 」（8月） 

日本赤十字社岩手県支部施設合同災害救護訓練開催（11月） 

防災 プログラ イロット事業実施（1月） 

防災 ランティ 開催（2月） 

日本赤十字社岩手県支部盛岡市 本 へ 新 （新社 2月20日、新

社 業 開始3月1日） 

日本大 災復興支援事業「ノルディックウ ーキングと の 」（平 27年４

月～） 

日本大 災復興支援事業「赤十字 ふれあい交流会」（平 27年４月～平

28年３月） 
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日赤 30 年 （9月） 

国内型 対 ニット 盛岡赤十字 へ （3月） 

国内型 対 ニット 実  盛岡赤十字 （4月） 

社員 月 キ ン ーン トク前・クロステラス  （5月） 

訓練 盛岡 ・盛岡赤十字  （7月） 

 

「第１ブロック支部合同災害救護訓練」岩手産業文 センター オ（10月） 

日本大 災発生（3月11日） 

日本大 災（3月11日）に対 援金の 付（3月12日～） 

「第11回赤十字ふれあいフェスティバル」を 市総合 サブ リーナで開催

（10月） 

日本大 災復興支援事業 「 の 」（平 23年9月～平 25年3月 で） 

日本大 災復興支援事業「ノルディックウ ーキング」（平 23年10月～） 

日本大 災復興支援事業「青 」（6月・9月・11月） 

日本大 災復興支援事業「 出し交流会」（5月～平 25年3月） 

日本赤十字社岩手県支部施設合同災害救護訓練開催（11月） 
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「第12回赤十字ふれあいフェスティバル」を 平市さ ら で開催（9月） 

日本大 災復興支援事業「ノルディックウ ーキングと の 」（平 25年４

月～） 

日本大 災復興支援事業「ふれあい 出し交流会」（平 25年4月～平 26年

3月） 

日本大 災復興支援事業「 災地の赤十字 と の 」（平 25年

4月～平 26年3月） 

岩手県赤十字 センター 出 業 開始（5月） 

「第13回赤十字ふれあいフェスティバル」開催 盛岡市イオン ール盛岡 （5月） 

「赤十字150年 展」地 回展をいわて県民 交流センターで開催(7月) 

日本大 災復興支援事業「盛岡赤十字 」（7月） 

大雨災害に い盛岡市、 市、 町、 町へ救援物資 （8月9日～10日） 

岩手県平 25年 雨・大雨災害 援金の 付（8月14日～9月30日） 

日本大 災復興支援事業「赤十字キ リ 支援」（8月） 

18 に 大雨災害により盛岡市へ救援物資 （9月） 

日本赤十字社岩手県支部施設合同災害救護訓練開催（11月） 

日本大 災復興支援事業「ノルディックウ ーキングと の 」（平 26年４

月～ 続） 

日本大 災復興支援事業「赤十字 ふれあい交流会」（平 26年4月～平

27年3月） 

日赤岩手 盛岡市 本 へ 新 （4月） 

盛岡市 災に い盛岡市 総合 センターへ救援物資 （4月） 

「第14回赤十字ふれあいフェスティバル」開催  盛岡市イオン ール盛岡（5月） 

日本大 災復興支援事業「 赤十字ふれあいコンサート」（6月） 

日本大 災復興支援事業「サ ーキ ンプ2014 いわて」（7月29日～31日） 

日本大 災復興支援事業「盛岡赤十字 」（8月） 

日本赤十字社岩手県支部施設合同災害救護訓練開催（11月） 

防災 プログラ イロット事業実施（1月） 

防災 ランティ 開催（2月） 

日本赤十字社岩手県支部盛岡市 本 へ 新 （新社 2月20日、新

社 業 開始3月1日） 

日本大 災復興支援事業「ノルディックウ ーキングと の 」（平 27年４

月～） 

日本大 災復興支援事業「赤十字 ふれあい交流会」（平 27年４月～平

28年３月） 
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「第15回赤十字ふれあいフェスティバル」開催  盛岡市イオン ール盛岡 （5月） 

日本大 災復興支援事業「サ ーキ ンプ2015 いわて」（7月） 

日本大 災復興支援事業「盛岡赤十字 」（8月） 

日本赤十字社岩手県支部防災 ランティ （8月） 

日本大 災復興支援事業「赤十字ふれあいコンサート」（8月） 

ティ ール赤十字社救 支援事業支部 員 （10月17日～25日） 

防災 プログラ イロット事業実施（10月） 

日本赤十字社岩手県支部施設合同災害救護訓練開催（11月） 

ン 赤十字社救 支援事業支部救 ランティ 員 （11

月６日～15日） 

日本赤十字社岩手県支部防災 ランティ （1月） 

日本大 災復興支援事業「ノルディックウ ーキングと の 」（平 28年4月

～） 

日本大 災復興支援事業「赤十字 ふれあい交流会」（平 28年４月～平

29年３月） 

本地 災害発生（4月） 

岩手県支部第1救護 （7 ）を 地に （４月19日～24日） 

盛岡赤十字 医 1 を 本赤十字 支援に1 （４月25日～5月１日） 

盛岡赤十字 護 1 を 本赤十字 支援に1 （４月29日～5月5日） 

岩手県支部第2救護 （7 ）を 地に （5月1日～6日） 

「第16回赤十字ふれあいフェスティバル」開催  盛岡市イオン ール盛岡 （5月） 

盛岡赤十字 護 1 を 本地 災 支援事業に2 （7月15日

～22日） 

日本大 災復興支援事業「サ ーキ ンプ2016 いわて」（7月） 

日本大 災復興支援事業「盛岡赤十字 」（8月） 

日本赤十字社岩手県支部防災 ランティ （8月） 

10 災害発生（8月） 

岩手県支部救護 ６ （33 ）を 防学 SCUに （8月31日～9月2日） 

市、 市、岩泉町、住田町に救援物資 （8月） 

日赤災害医 コーディ ーター（６ ）を岩泉町に （9月6日、9日） 

第71回国民 大会・第16回 国 害 ス ー 大会 救護に救護員45 を

（9月25日～10月24日） 

日本赤十字社岩手県支部施設合同災害救護訓練開催（11月） 

日本赤十字社定 の 部 （4月1日） 年 2,000 上の会 を のを

会員と定 、会員を社 上の社員と 定 
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日本大 災復興支援事業「ノルディックウ ーキングと の 」（平 29年4月

～） 

日本大 災復興支援事業「赤十字 ふれあい交流会」（平 29年4月～平

30年3月） 

釜石市 災に い釜石市 平田 学 県 釜石 業高

に救援物資 （5月） 

「第17回赤十字ふれあいフェスティバル」開催 盛岡市イオン ール盛岡 （5月） 

赤十字 岩手県支部 員会 沢 員 が赤十字 中 員会 員

に （6月） 

日本大 災復興支援事業「盛岡赤十字 」（8月） 

日本赤十字社岩手県支部防災 ランティ （8月） 

日本赤十字社岩手県支部施設合同災害救護訓練開催（11月） 

日本大 災支援国赤十字・赤新月社会議（2月） 

日本大 災復興支援事業「ノルディックウ ーキングと の 」（４月～平

31年３月） 

日本大 災復興支援事業「赤十字 ふれあい交流会」（４月～平 31年３

月） 

「第18回赤十字ふれあいフェスティバル」開催  盛岡市イオン ール盛岡 （5月） 

護 人 ー 日赤 ： 石町 へ新  （ ６月26日・業

開始７月１日） 

日本大 災復興支援事業「盛岡赤十字 」（８月） 

平 30年７月 雨災害発生に い、 の （４ ）を 県 市に （８

月９日～16日） 

北 道 部地 発生に い、盛岡赤十字 DMAT 、救護 ２ 、

の １ 、 の １ を 地に （９月６日～10月１日） 

岩手県赤十字大会（岩手県支部 130 年・同有功会連合会結 30 年 ）

（11月２日） 

赤十字レッ ライト ッププロ ェクト  盛岡 の石 の 部を赤 ライ

ト ップ （5月） 

「第19回赤十字ふれあいフェスティバル」開催  盛岡市イオン ール盛岡 （5月） 

ラグ ー ール ップ2019釜石開催に 岩手県国民 護 同訓練（７月11日）、

７月27日、９月25日のラグ ー ール ップ 合にテロ災害 に 救護 を

 

日本大 災 災地支援事業「赤十字 ふれあい交流会」開催  （７月13日

～12月17日 で の 13回） 
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「第15回赤十字ふれあいフェスティバル」開催  盛岡市イオン ール盛岡 （5月） 

日本大 災復興支援事業「サ ーキ ンプ2015 いわて」（7月） 

日本大 災復興支援事業「盛岡赤十字 」（8月） 

日本赤十字社岩手県支部防災 ランティ （8月） 

日本大 災復興支援事業「赤十字ふれあいコンサート」（8月） 

ティ ール赤十字社救 支援事業支部 員 （10月17日～25日） 

防災 プログラ イロット事業実施（10月） 

日本赤十字社岩手県支部施設合同災害救護訓練開催（11月） 

ン 赤十字社救 支援事業支部救 ランティ 員 （11

月６日～15日） 

日本赤十字社岩手県支部防災 ランティ （1月） 

日本大 災復興支援事業「ノルディックウ ーキングと の 」（平 28年4月

～） 

日本大 災復興支援事業「赤十字 ふれあい交流会」（平 28年４月～平

29年３月） 

本地 災害発生（4月） 

岩手県支部第1救護 （7 ）を 地に （４月19日～24日） 

盛岡赤十字 医 1 を 本赤十字 支援に1 （４月25日～5月１日） 

盛岡赤十字 護 1 を 本赤十字 支援に1 （４月29日～5月5日） 

岩手県支部第2救護 （7 ）を 地に （5月1日～6日） 

「第16回赤十字ふれあいフェスティバル」開催  盛岡市イオン ール盛岡 （5月） 

盛岡赤十字 護 1 を 本地 災 支援事業に2 （7月15日

～22日） 

日本大 災復興支援事業「サ ーキ ンプ2016 いわて」（7月） 

日本大 災復興支援事業「盛岡赤十字 」（8月） 

日本赤十字社岩手県支部防災 ランティ （8月） 

10 災害発生（8月） 

岩手県支部救護 ６ （33 ）を 防学 SCUに （8月31日～9月2日） 

市、 市、岩泉町、住田町に救援物資 （8月） 

日赤災害医 コーディ ーター（６ ）を岩泉町に （9月6日、9日） 

第71回国民 大会・第16回 国 害 ス ー 大会 救護に救護員45 を

（9月25日～10月24日） 

日本赤十字社岩手県支部施設合同災害救護訓練開催（11月） 

日本赤十字社定 の 部 （4月1日） 年 2,000 上の会 を のを

会員と定 、会員を社 上の社員と 定 
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日本大 災復興支援事業「ノルディックウ ーキングと の 」（平 29年4月

～） 

日本大 災復興支援事業「赤十字 ふれあい交流会」（平 29年4月～平

30年3月） 

釜石市 災に い釜石市 平田 学 県 釜石 業高

に救援物資 （5月） 

「第17回赤十字ふれあいフェスティバル」開催 盛岡市イオン ール盛岡 （5月） 

赤十字 岩手県支部 員会 沢 員 が赤十字 中 員会 員

に （6月） 

日本大 災復興支援事業「盛岡赤十字 」（8月） 

日本赤十字社岩手県支部防災 ランティ （8月） 

日本赤十字社岩手県支部施設合同災害救護訓練開催（11月） 

日本大 災支援国赤十字・赤新月社会議（2月） 

日本大 災復興支援事業「ノルディックウ ーキングと の 」（４月～平

31年３月） 

日本大 災復興支援事業「赤十字 ふれあい交流会」（４月～平 31年３

月） 

「第18回赤十字ふれあいフェスティバル」開催  盛岡市イオン ール盛岡 （5月） 

護 人 ー 日赤 ： 石町 へ新  （ ６月26日・業

開始７月１日） 

日本大 災復興支援事業「盛岡赤十字 」（８月） 

平 30年７月 雨災害発生に い、 の （４ ）を 県 市に （８

月９日～16日） 

北 道 部地 発生に い、盛岡赤十字 DMAT 、救護 ２ 、

の １ 、 の １ を 地に （９月６日～10月１日） 

岩手県赤十字大会（岩手県支部 130 年・同有功会連合会結 30 年 ）

（11月２日） 

赤十字レッ ライト ッププロ ェクト  盛岡 の石 の 部を赤 ライ

ト ップ （5月） 

「第19回赤十字ふれあいフェスティバル」開催  盛岡市イオン ール盛岡 （5月） 

ラグ ー ール ップ2019釜石開催に 岩手県国民 護 同訓練（７月11日）、

７月27日、９月25日のラグ ー ール ップ 合にテロ災害 に 救護 を

 

日本大 災 災地支援事業「赤十字 ふれあい交流会」開催  （７月13日

～12月17日 で の 13回） 
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年 日本 （ 第19 ）災害発生（10月12日） 

災した市町 に救援物資 （10月13日～11月8日） 

県 森町に岩手県支部救護 １ （７ ）を （10月16日～19日） 

県支部支援のた 岩手県支部 員２ を （10月19日～23日） 

ランティ センターを開設し、 災地に防災 ランティ 26 を （10月

18日～11月17日） 

12月  新型コ0ロナウイルスが中国 北 市で発生し、 世 に感染

大 日本で 2020年1月に の感染 が  

２月  年 の救 の を て中止 

新型コロナウイルス感染症対 （ダイ ン プリンセス の （ ２

対象 ）の 管 のた 、 大学 へ救護 （医 １ ・ 護 １

・ 護 １ ・ １ ）を （２月28日～３月１日） 

３月３日～４日開催予定の赤十字 員 ・事 会議を中止 

新型コロナウイルス感染症 大のた 、支部災害対 本部を設 （４月17日） 

員を２ に 日 とし、 にはリ ート クセスを  

                                     （４月20日～ 月10日） 

赤十字レッ ライト ッププロ ェクトに し、盛岡 の 部を赤 ライト ッ

プ（ 月８日～ 月28日） 

６月から 、11月から救 を 開 

リーダーシップ・トレーニング・センターが新型コロナウイルス感染症の影響で 

中止（2020年で70 年であ たが の中止） 

第１回評議員会（６月10日予定）、第２回評議員会（２月10日予定）と 新型コロナウ

イルス感染症の影響により文書審議 

第１ブロック支部合同災害救護訓練を盛岡市で実施（11月６日～７日） 

災害救 の キとサ に岩手県支部のロ り ー ス ッ ンを贈  

災害救 の ー スに赤十字 ークの ッ ンを付 のは 国 （１月） 

日本赤十字社が 日本大 災 援金の募集を３月31日で （ 10年 募集） 

青少年赤十字 設100 年 岩手県 スタークンクール実施（ 月～11月） 

国赤十字大会（明治 会 ： 月20日開催予定）が新型コロナウイルス感染症

の影響で中止 

第１回評議員会を盛岡市において開催（６月15日） 

青少年赤十字スタート・プログラ を滝沢市において実施（７月29日～30日） 

県において実施予定の第１ブロック支部合同災害救護訓練（10月８日～９日）

は、新型コロナウイルス感染症の影響で 年 に  

 

3  
 
 
 
 
 
 
 

4  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2021 
 
 
 
 
 
 
 

2022 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

釜石市で開催された「防災推進国民」大会に出展（11月６日～７日） 

復興支援事業として陸前高田市、釜石市、大槌町の地域住民を対象に、平泉町に

てノルディックウオーキングと交流会を実施（11月17日） 

第２回評議員会（２月10日予定）は新型コロナウイルス感染症の影響により文書審議 

「次世代へ繋ぐ社会貢献セミナー」（遺贈・相続財産寄付）を盛岡市にて開催（２月

23日） 

ウクライナ人道危機救援金の募集を開始（３月２日～） 

 

第１回評議員会を盛岡市において開催（６月２０日） 

青少年赤十字リーダーシップ・トレーニング・センター（滝沢市にて７月２６日から７月 

２８日実施予定）が新型コロナウイルス感染症の影響で中止 

大雨災害で青森県支部に救援物資支援（８月10日・25日） 

次世代へ繋ぐ社会貢献セミナーを北上市において実施（９月１日） 

岩手県支部有功会感謝の集いを盛岡市において実施（９月９日） 

赤十字ふれあいフェスティバルを北上市において実施（１０月９日） 

管内施設合同災害救護訓練を盛岡市において実施（１０月１４日） 

赤十字ふれあいフェスティバルを盛岡市において実施（１０月１６日） 

明治安田生命と連携協定締結（２月９日） 

第２回評議員会を盛岡市において開催（２月１３日） 

次世代へ繋ぐ社会貢献セミナーを盛岡市において実施（２月１日） 

第28回日本災害医学会総会・学術集会で演題発表：盛岡市（３月10日） 

いわて防災サミットに防災ブース出展：盛岡市（３月10日） 
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日　本　赤　十　字　社　現　勢　

 日本赤十字社の使命

1949年のジュネーブ四条約締約国 196カ国 世界の赤十字社・赤新月社等 192社　

 1. 沿　革 明治10年(1877)　5月 1日　博愛社設立　　　　 12. 国内災害救護

明治20年(1887)　5月20日　日本赤十字社に改称 救護員数

昭和27年(1952)　8月14日　日本赤十字社法制定 常備救護班

 2. 名誉総裁・名誉副総裁 無線局

名 誉 総 裁 　皇　后　陛　下 救護車両 1,829台

名 誉 副 総 裁 　秋篠宮皇嗣妃殿下 赤十字飛行隊(特殊奉仕団)

　常陸宮殿下・同妃華子殿下　　 災害における救護員出動数（令和3年度） 1,690人

　三笠宮妃百合子殿下　　寬仁親王妃信子殿下 救援物資配分数(毛布・安眠セット・緊急セット)（令和3年度） 13,297個

　高円宮妃久子殿下 令和3年度取扱義援金額（令和4年3月31日現在） 20億8,599万2,926円

 3. 会　　　員 個人　　   20万人

（令和4年3月31日現在） 法人　  　 8.5万法人 13. 医 療 事 業

 4. 評  議  員 　　　　  　2,004人

 5. 代  議  員 　　　  　　  223人 5

 6. 役  員（令和4年7月1日現在） 5

　社  　長 清家　篤（常勤） 5

　副 社 長 鈴木　俊彦（常勤）　十倉　雅和（非常勤） 病 床 総 数

　理    事  61人（常勤5人、非常勤56人）

　監    事   3人（常勤1人、非常勤2人） 　   入　　院　　　　　　　　

　 　外　　来　　　　　　　　　

 7. 青少年赤十字 (令和4年3月31日現在)

幼 稚 園 ･ 保 育 所 1,784校 149,352人 14. 血 液 事 業

小 学 校 7,076校 1,953,430人

中 学 校 3,495校 978,908人 地域血液センター 47 ブロック血液センター      7

高 等 学 校 1,772校 361,188人 附属施設 170 附属施設（製造所） 4

特 別 支 援 学 校 203校 21,097人 分室 1

そ の 他 111校 28,678人

計 14,441校 3,492,653人 成 分 献 血 1,725万本

指 導 者 243,861人 400mL 献 血

200mL 献 血 854台

 8. 赤十字ボランティア(令和4年3月31日現在) 計 278台

地域赤十字奉仕団 2,107団 1,097,423人

青年赤十字奉仕団 149団 5,387人

特殊赤十字奉仕団 630団 29,324人 15. 社会福祉事業

個人ボランティア等 ‐ 12,000人

計 2,886団 1,144,134人 乳児院　 8 (291) 3 (286)

保育所　 3 (368)  

 9. 救急法等の講習 　 児童養護施設 1  (40)  

資格登録者数（令和4年3月31日現在） 受講者数

指　導　者 救 急 員 等 (令和3年度) 特別養護老人ホーム（併設ケアハウス20人を含む） 8(773)

救 急 法 基 礎 講 習 10,806人 240,118人 19,580人 障 害 者 福 祉 施 設 数（定員） 複 合 型 施 設 

救 急 法 6,863人 132,089人 193,142人 障害者支援施設　 1(50) （110）

水 上 安 全 法 1,486人 10,330人 18,813人 視聴覚障害者情報提供施設 2 （100）

雪 上 安 全 法 212人 1,001人 125人 補装具製作施設　 1 （18）

幼 児 安 全 法 2,245人 19,598人 34,204人 （10）

健康生活支援講習 1,716人 14,076人 20,051人

計 23,328人 417,212人 285,915人 16. 職員数（施設数）

職　員　数

10. 看護師等の教育 536人

696人

大学（大学院併設）     　　　　6 看護師　 17校   1,195人 59,356人

短期大学     　　　　          1 助産師　  6校　    88人 5,849人

看護専門学校      　　　      11 保健師　　 6校     149人 1,137人

助産師学校 　　　　　 　　　　 1 幹部看護師  1校     120人 67,574人

幹部看護師研修センター  　　   1 介護福祉士  1校      30人

　　　　計　　  　　　　 　 　20 17. 会　計（令和4年度当初予算）

200億4千万円

11. 国 際 活 動 198億7千万円

国際救援・開発要員派遣（令和3年度） 8カ国　　　 のべ26人 １兆1,515億9千万円

国際赤十字・赤新月社連盟出向 3人(スイス、マレーシア) 1,612億6千万円

国際活動費（令和3年度） 42億円 156億1千万円

（特に断りのない統計数字等は、令和4年4月1日現在）

医 療 施 設 特 別 会 計

血 液 事 業 特 別 会 計

社 会 福 祉 施 設 特 別 会 計

支部（47）

医療事業（118）

血液事業（229）

社会福祉事業（28）

計

一 般 会 計
本 社

支 部

高齢者グループホーム

障害者支援施設

施　設　数 一  学  年  養  成  定  員

本社（1）

献 血 運 搬 車

供給本数 (令和3年度)献血者数 (令和3年度)

164万人

介護老人保健施設

特別養護老人ホーム　

505万人 移 動 採 血 車

児　童　福　祉　施　設　数 （定員）

医療型障害児入所施設　  

老　人　福　祉　施　設　数 （定員）

  1（定員）

輸 血 用 製 剤

12万人

328万人

1,514万人 6.2万人

956万人 2.6万人

　     　　35,028床　(令和4年3月31日現在)

総患者数　(令和3年度) １日平均

わたしたちは、
苦しんでいる人を救いたいという思いを結集し、

いかなる状況下でも、
人間のいのちと健康、尊厳を守ります。

日本赤十字社スローガン　人間を救うのは、人間だ。

赤十字の基本原則　   人道・公平・中立・独立・奉仕・単一・世界性

7,792人(常備救護班要員を含む)

485班 4,954人

施　　　設　　　数　

　（献血ルーム116を含む）

車両台数(令和4年3月31日現在)

3,184局

103人

施　　　設　　　数　

診   療   所

病 院 91 老人保健施設

介護医療院

（令和4年3月31日現在）

用  語  解  説 

                                                     

 （令和５年４月１日現在） 

 

代議員会 

本社における議決機関。各支部の会員の中から選出された 223人の代議員で構成されている。 

 

評議員会 

支部における審議機関。各地区・分区の会員の中から選出された 32人の評議員で構成されている。 

 

会員・協力会員 

赤十字の理念や活動にご賛同いただき、毎年継続して 2,000円以上（会費という）ご支援いただける方を

「会員」、 500円以上 2,000円未満（会費という）のご支援をいただける方を「協力会員」と呼んでいます。

個人・法人を問わず、どなたでも「会員」、「協力会員」になることができます。 

 

有功章 

多額の会費を納めた個人・法人又は団体及び赤十字の業務について特別な功労があった個人・法人又

は団体に対し、日本赤十字社有功章等贈与規則に基づき贈られる表彰。銀色（ぎんしょく）と金色（きんしょ

く）があり、金色有功章は最高の栄誉章とされている。 

 

有功会 

 日本赤十字社の社旨に賛同し多額の金品を拠出し、あるいは功労により有功章を贈られた会員で構成

する任意団体。 

 

赤十字奉仕団 

赤十字の使命とする人道的な諸活動を実践しようとする人々によって結成されたボランティア組織。 

 

青少年赤十字（Junior Red Cross ： JRC） 

将来を担う青少年が赤十字を正しく理解し、日常生活の中で望ましい人格と精神を自ら作り上げることを

目的とした事業。 

RCY（Red Cross Youth ： 青年赤十字）とともに世界共通。 

 

リーダーシップ・トレーニングセンター 

合宿生活を通じ、青少年赤十字精神と奉仕活動を学ぶリーダー養成研修会。 

 

国際赤十字 

赤十字国際委員会、国際赤十字・赤新月社連盟、各国赤十字社・赤新月社の総称。 
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赤十字国際委員会（International Committee of the Red Cross : ICRC） 

事業の中 機関で、中 を つことができるよう委員は 世中 国の 人で構成されてい

る。 ー に本部を く。 

 

国際赤十字・赤新月社連盟（International Federation of Red Cross and Red Crescent Societies : IFRC） 

における赤十字事業の中 となる各国赤十字社の国際的連合体。最高議決機関は通常 2年ごとに

される総会。本社在地 ー 。 

 

各国赤十字社・赤新月社 

各々の国における人道的事業の実 機関。使用する 章の いから、赤十字社と赤新月社の 2 の呼

称があるが、 ・ 務、 等は く同じ。令和 2年４月 1日現在で 192社。 

 

赤十字・赤新月国際会議 

国際赤十字・赤新月 動の最高議決機関。赤十字国際委員会、国際赤十字・赤新月社連盟、各国の赤

十字社及び ー 国 の代表によって構成され、 則として 4 年ごとに される。 れ

れの国の赤十字社代表と 代表等が ずつの をもっている。 

 

ー  

赤十字の目的を 成するには国 の り決めが で、 で した を 、 方の区別なく

することとし、 する人た の活動の をするために 1864 年成 した 。赤十字 とも

国際人道法ともいわれる。 
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